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現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　
　
　
　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

関

根

政

美

は
し
め
に

一
　
白
豪
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
多
文
化
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ

現代オーストラリアのナショナリズム

八七六五四三二
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
文
化
の
収
敏

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
ー
文
化
の
拡
散

多
文
化
・
多
言
語
放
送
と
多
文
化
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

在
外
邦
人
選
挙
権
獲
得
運
動
ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合

伝
統
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
像
　
　
ラ
リ
キ
ン

一
九
八
O
年
代
の
ラ
リ
キ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

ク
ロ
ー
ハ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
多
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

は
じ
め
に

グ
ロ
ー
バ
ル
な
運
輸
・
交
通
お
よ
び
通
信
・
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
達
し
、
政
治
・
経
済
・
文
化
・
社
会
面
の
交
流
・
相
互
作
用
・
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統
合
の
強
化
が
進
む
今
日
の
世
界
に
お
い
て
、
日
本
を
含
む
多
く
の
国
々
が
多
民
族
国
家
化
・
多
文
化
社
会
化
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。
そ

れ
は
、
経
済
・
政
治
の
国
際
化
と
地
域
統
合
化
に
よ
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
口
移
動
と
、
そ
の
動
き
に
触
発
さ
れ
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
文
化
復
興
・
民
族
運
動
（
意
義
申
し
立
て
運
動
）
の
勃
興
、
さ
ら
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
通
信
・
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拡
大
が
文
化
・
言
語
の
共
通
化
と
同
時
に
、
世
界
文
化
の
多
様
化
を
促
進
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
た
め
多
く
の
国
で
、
同
質
的
で
一
元

的
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
維
持
が
困
難
に
な
り
は
じ
め
て
い
る
。
か
つ
て
「
白
豪
主
義
」
（
≦
喜
①

＞
5
育
巴
一
帥
勺
o
一
一
昌
）
の
国
と
し
て
し
ら
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
、
そ
の
巨
大
な
動
き
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
大
き
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
現
実
に
は
他
の
先
進
諸
国
と
同
様
に
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
形
成
さ
れ
た
、
同
質
的
で
画
一
的
な
国
民
的
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
今
日
で
も
幅
を
き
か
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
現
実
と

国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
乖
離
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
正
し
い
理
解
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
議
論
を
通
し
て
、
そ
の
他
の
先
進
国
が
共
通
に
経
験
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
多
文
化
社
会
化
と
、
そ
の
影
響
に
よ
る
各
国
の
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
揺
と
、
今
後
の
国
民
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
向
に
関
す
る
議
論
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
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一
　
白
豪
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
多
文
化
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ

　
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
多
民
族
国
家
・
多
文
化
社
会
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
で
も
か
な
り
理
解
さ
れ
は
じ
め
た
。
多
文
化
主
義
を

論
じ
る
際
、
カ
ナ
ダ
や
米
国
に
加
え
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
の
言
及
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
口
は
現
在
約
一
八
O
O

万
人
で
あ
る
が
、
そ
の
五
分
の
一
強
は
移
民
・
難
民
で
あ
り
、
世
界
中
か
ら
の
移
住
者
が
住
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
五
人
な
い
し
四
人



現代オーストラリアのナショナリスム

　　　　　　　　表1　戦後移民供給国の変遷（1961年～1992年）

1971－75年

ラ000　　　％
227．2　　　　　　41．4

39．2　　　　7．2

21．2　　　　39

20．0　　　　3．7

18．5　　　　3．4

18．5　　　　3．4

出身国

英国・アイルランド

ユーゴスラビア（a）

キリシア

米国
イタリア

ニューシーランド

1961－65年

’000　　　　％

267．3　　　　　　46．4

　67．3　　　　　11．7

　65．6　　　　　　11．4

25．6　　　　4．4

19．5　　　　3．4

17．8　　　　3．1

出身国

英国・アイルランド

イタリア

キリシア

ユーゴスラビア（a）

マルタ

ドイツ

1988－92年

’000　　　　％

110．3　　　　　　17．9

　65．2　　　　　　10．6

49．2　　　　8．0

47．6　　　　7．7

35．0　　　　5．7

27．4　　　　4．4

出身国

英国・アイルランド

ニユージーランド

ホンコン

ヘトナム

フィリピン

マレーシア

1981－85年

’000　　　％
116．8　　　　　　25．4

　48．6　　　　　　10．6

　47．2　　　　　　10．3

15．4　　　　3．4

14．8　　　　3．2

12．2　　　　2．7

出身国

英国・アイルラント

ニュージーランド

ヘトナム

フィリピン

ポーランド

南アフリカ

（a）旧ユーゴスラヒアを含む。

引用　AustrahanBureauofStatlstles（1994），．4麗ケα1雄ηSoα‘4Tr飢ds，1994，Canberra、ABS，p、10

に
一
人
が
非
英
語
系
言
語
を
母
語
と
し
、
父
母
の
い
ず
れ
か
が
非

英
語
系
移
住
者
で
あ
る
も
の
は
、
さ
ら
に
人
口
の
五
分
の
一
以
上

存
在
す
る
。
戦
後
受
け
入
れ
た
移
住
者
は
約
五
〇
〇
万
で
、
そ
の

半
分
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
が
中
心
の
非
英
語
系
移
住
者
（
Z
象
自
お
－

一
一
昏
ω
冨
葵
目
α
q
ω
霧
凝
8
琶
野
Z
田
ゆ
）
で
あ
る
。
近
年
の
年
間

移
住
者
全
体
の
五
〇
％
前
後
が
ア
ジ
ア
系
と
な
り
、
ア
ジ
ア
系
人

口
は
全
体
の
四
～
五
％
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
戦
後
の
移
住
者
の

供
給
国
の
変
化
に
つ
い
て
は
表
1
参
照
）
。

　
さ
ら
に
、
依
然
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会

で
は
あ
る
が
、
全
体
に
し
め
る
割
合
は
ま
だ
小
さ
い
も
の
の
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒
や
仏
教
徒
も
急
増
し
て
い
る
（
表
2
a
・
b
）
。
　
し
か

も
、
異
文
化
・
異
言
語
・
異
宗
教
間
婚
姻
は
各
移
民
集
団
第
二
世

代
で
は
四
人
に
三
人
が
族
外
婚
を
し
て
い
る
も
の
の
、
移
民
人
口

の
増
加
と
と
も
に
同
一
集
団
内
の
婚
姻
も
微
増
し
て
い
る
（
一
九

八
一
／
八
二
年
度
男
性
の
場
合
二
二
二
％
が
族
内
婚
者
で
あ
っ
た
が
、

一
九
九
一
／
九
二
年
度
に
は
二
六
・
四
％
に
、
女
性
の
場
合
は
二
四
・
九

％
か
ら
二
七
・
九
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
）
。
族
外
婚
と
い
っ
て
も
文

化
・
言
語
・
宗
教
的
に
近
接
し
た
者
同
士
が
多
く
、
全
体
的
に
は

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
境
界
維
持
は
顕
著
で
あ
り
、
オ

87
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国勢　　英国
調査年　　国教会

表2a　長期的宗教信仰者の変遷（1911年～1991年）

カソリック隼饗ト教翻卜教藻リスト無宗教無回答（a）合計

1911

1921

1933

1947

1954

1961

1966

1971

1976

1981

1986

1991

　
4
7
7
0
9
9
5
0
7
1
9
8

％

　
8
3
8
9
7
4
3
1
7
6
3
3

　
3
4
3
3
3
3
3
3
2
2
2
2

　
4
7
6
9
9
9
2
0
7
0
0
3

％

　
2
1
9
0
2
4
6
7
5
6
6
7

　
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2

　
1
6
1
1
5
4
5
2
2
3
0
8

％

　
5
1
8
8
8
8
8
8
5
4
3
2

　
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

　
9
9
4
0
4
3
2
2
6
4
0
0

％

　
5
6
6
8
9
8
8
6
8
6
3
4

　
9
9
8
8
8
8
8
8
7
7
7
7

　
8
7
4
5
6
7
7
8
0
4
0
6

％
α
0
。
α
0
。
α
0
，
住
α
L
L
2
。
a

　
4
5
2
3
3
4
8
7
3
8
7
9

％
0
0
0
0
0
0
0
6
8
1
0
1
2
1
2

％　　　’000
2．9（b）　　　4455．0

1．9（b）　　　5435．7

12．9　　　　　　6629。8

11．1　　　　　　7579．4

9．7　　　　　　8986．5

10．7　　　　　　10508．2

10．3　　　　　　11599。5

6．3　　　　　12755．6

12．2　　　　　　13548，4

11．4　　　　　　14576．3

12．3　　　　　　15602．2

10．5　　　　　　16850．3

　　（a）不明瞭な回答も含む。

　　（b）回答拒否者含む。

　　引用　（表1に同じ），p．177

　　　　　　　　　表2b

宗教　　　　　　　　1981

宗教別信者数の変動（1981年～1991年）

　　　1981　　　　　　　　1991　　　　　　　　　1991

成長率
1961－91

キリスト教

非キリスト教

　仏教

　イスラム教

　ユダヤ教

　その他

不明

無宗教

無回答

合計

’000

11133．3

　197，6

　35。1

　76．8

　62．1

　23．6

　73．6

1576．7

1595．2

14576．3

％

76。4

　1．4

　0．2

　0．5

　0。4

　0．2

　0．5

10．8

10．9

100．0

’000

12466，4

　445．1

　139。8

　147．5

　74，3

　83．6

　49．9

2176．6

1712．3

16850．3

％

74．0

　2．6

　0．8

　0．9

　0．4

　0．5

　0．3

12。9

10．2

100．0

％

12．0

125．3

298．6

92．1

19．5

254．4

－32．2

38。0

　7．3

15．6

引用：（表1に同し），p．178
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現代オーストラリアのナショナリズム

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
多
宗
教
・
多
民
族
社
会
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
7
一
8
口
8
“
」
9
な
お
、
移
民
政
策
や
人
種
・
民
族
．
エ
ス

ニ
ッ
ク
集
団
関
係
史
に
つ
い
て
は
、
関
根
、
一
九
八
九
、
ζ
胃
ざ
9
お
漣
を
参
照
）
。

　
こ
の
よ
う
に
か
つ
て
の
白
豪
主
義
国
家
と
し
て
し
ら
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
大
き
く
変
貌
し
た
が
、
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
直
後
に
大
量
移
民
政
策
を
実
施
し
た
こ
と
に
あ
る
。
ま
ず
、
戦
後
す
ぐ
に
英
国
系
移
民
の
他
に
大
量
の
非
英
語
系
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ

移
民
や
難
民
（
鎌
省
｝
8
a
速
お
o
畠
）
を
受
け
入
れ
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
と
六
〇
年
代
に
な
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
難
民
が
減
少
し

た
た
め
、
ギ
リ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
移
民
供
給
地
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の

移
住
者
が
減
少
す
る
と
、
六
〇
年
代
後
半
よ
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
、
ト
ル
コ
、
レ
バ
ノ
ン
な
ど
中
近
東
か
ら
の
移
住
者
を
受
け
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
は
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
の
大
量
入
国
を
認
め
た
結
果
、
急
速
に
現
在
の
多
民
族

国
家
・
多
文
化
社
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
大
量
移
民
政
策
は
、
当
初
、
日
本
軍
の
本
土
攻
撃
に
触
発
さ
れ
た
大
陸
防
衛
強
化
と
、
戦
後
の
経
済
復
興
の
た
め
に
必
要
な
大
量

の
人
口
増
を
目
的
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
大
量
移
民
政
策
の
開
始
後
、
経
済
復
興
の
み
な
ら
ず
労
働
力
不
足
解
消
と
国
内
市
場

拡
大
が
進
み
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
も
生
じ
た
た
め
、
経
済
成
長
の
前
に
は
多
少
の
異
質
性
増
加
に
は

目
を
つ
ぶ
る
よ
う
に
な
り
、
大
量
移
民
政
策
は
断
続
し
な
が
ら
も
継
続
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、
連
邦
政
府
は
オ

！
ス
ト
ラ
リ
ア
は
歴
史
的
移
民
国
で
あ
る
と
規
定
し
、
永
住
移
民
の
受
け
入
れ
を
優
先
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
外
国
人
労
働
者
制
度
を

否
定
し
、
移
民
統
合
政
策
と
し
て
は
戦
争
直
後
も
白
豪
主
義
維
持
の
た
め
同
化
主
義
政
策
を
と
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
移
民
国
家
と
し
て
大
量
の
移
民
・
難
民
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
文
化
的
背
景
を
も
つ
永
住
移
民
は
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
あ
げ
て
、
伝
統
文
化
・
言
語
の
維
持
を
求
め
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
同
化
・
融
合
主
義
は
一

九
七
〇
年
代
ま
で
に
終
焉
し
、
そ
の
代
わ
り
に
多
文
化
主
義
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
移
民
受
け
入
れ
国
家
で
は
な
い
と
し

て
、
異
文
化
・
異
言
語
の
存
在
に
非
寛
容
な
ド
イ
ッ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
進
諸
国
に
比
べ
、
永
住
移
民
を
優
先
し
て
受
け
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入
れ
て
き
た
カ
ナ
ダ
と
と
も
に
、
割
合
早
く
多
文
化
主
義
を
受
け
入
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
9
豊
霧
四
己
ζ
旨
9
一
8
G。
」
器
）
。

　
他
方
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
社
会
化
は
、
日
本
・
極
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
と
の
経
済
関
係
の
強
化
の
必
要
か
ら
、
白
豪
主

義
政
策
を
一
九
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
七
〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
解
体
し
、
そ
の
後
は
非
差
別
的
移
民
政
策
を
実
施
し
た
結
果
で
も
あ
る
。

英
国
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
か
ら
経
済
力
・
軍
事
力
を
撤
退
さ
せ
、
一
九
七
三
年
に
E
C
に
加
盟
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
の
米
国
・
日
本
・
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
強
化
を
必
要
と
し
た
。
現
在
で
は
、
英
国
が
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

連
合
に
深
く
組
み
込
ま
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
一
九
世
紀
以
来
の
英
国
依
存
の
従
属
的
経
済
体
制
か
ら
完
全
に
脱
却
し
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

経
済
圏
と
の
関
係
強
化
と
国
内
製
造
産
業
の
自
立
化
・
ハ
イ
テ
ク
化
努
力
を
進
め
る
と
と
も
に
、
工
業
製
品
お
よ
び
観
光
・
教
育
を
中
心

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
輸
出
拡
大
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
外
務
貿
易
省
、
一
九
九
二
）
。
近
年
で
は
、
マ
ル
チ
・
メ
デ
ィ

ア
ブ
ー
ム
に
乗
じ
て
、
ア
ジ
ア
市
場
を
目
指
し
た
情
報
・
ソ
フ
ト
輸
出
産
業
の
育
成
が
叫
ば
れ
て
い
る
（
ン
霧
讐
罫
§
悔
｝
冥
一
ヨ
」
。
貫
日

本
経
済
〈
M
〉
一
九
九
五
・
四
・
一
七
）
。

　
ま
た
、
戦
前
か
ら
一
九
六
〇
年
代
ま
で
英
国
や
米
国
へ
の
大
国
追
随
外
交
と
、
大
国
の
軍
事
力
の
傘
の
下
で
身
を
守
る
大
国
依
存
型
・

補
助
防
衛
的
軍
事
戦
略
（
前
進
防
衛
）
を
と
っ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
自
律
的
外
交
政
策
と
大
陸
防
衛
を
基
礎
に
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域

の
地
域
防
衛
戦
略
の
強
化
に
努
め
、
外
交
面
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
を
進
め
て
い
る
。
一
九
八
九
年
に
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
経
済
協
力
（
A
P
E
C
）
を
提
案
し
て
以
来
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
と
の
経
済
関
係
を
深
め
る
努
力
を
続
け
る
と
と
も
に
、

一
九
九
四
年
八
月
に
連
邦
政
府
は
「
ル
ッ
ク
・
ウ
エ
ス
ト
」
政
策
を
発
表
し
、
イ
ン
ド
洋
経
済
圏
構
想
を
論
じ
は
じ
め
、
九
五
年
六
月
に

パ
ー
ス
で
「
環
イ
ン
ド
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
さ
ら
に
ア
ジ
ア
と
の
関
係
強
化
を
強
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
現
状
で
は
発
展
の

可
能
性
に
つ
い
て
疑
問
が
強
い
も
の
の
、
イ
ン
ド
洋
経
済
協
力
会
議
（
1
0
E
C
C
）
案
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
朝
日
他
〈
M
と
九

九
五
・
六
・
一
六
、
＞
霧
讐
巳
言
♂
身
箒
一
ρ
一
〇
〇
9
な
お
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
問
題
に
つ
い
て
は
関
根
、
一
九
九
四
a
、
森
、
一
九
九
五
を
参
照
）
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
人
口
構
成
の
多
様
化
と
伝
統
文
化
・
言
語
の
維
持
を
望
む
非
英
語
系
移
住
者
の
要
求
拡
大
と
、
自
国
の
ア
ジ
ア
・
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太
平
洋
国
家
化
に
よ
っ
て
白
豪
主
義
を
廃
止
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
様
な
文
化
・
言
語
の
維
持
を
認
め
る
「
多
文
化
主
義
」
（
ヨ
仁
三
－

。
隻
5
巴
一
の
ヨ
）
が
一
九
八
O
年
代
に
な
る
と
普
及
し
は
じ
め
、
名
実
と
も
に
多
文
化
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
登
場
し
た
。
キ
ー
テ
ィ
ン

グ
首
相
は
一
九
九
五
年
五
月
に
日
本
を
公
式
訪
問
し
た
際
に
、
慶
鷹
義
塾
大
学
に
お
い
て
行
っ
た
名
誉
博
士
学
位
授
与
記
念
演
説
に
お
い

て
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
社
会
化
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
A
P
E
C
の
発
展
と
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
必
要
性
を
強
調

し
た
（
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
一
九
九
五
）
。
そ
し
て
、
帰
国
後
の
六
月
初
旬
に
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
連
邦
首
相
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
立
化
、
多

文
化
社
会
化
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
を
さ
ら
に
強
く
印
象
づ
け
る
た
め
に
、
現
在
の
立
憲
君
主
制
（
エ
リ
ザ
ベ
ス
H
世
英
国
女
王
が
国

王
）
を
廃
し
て
大
統
領
を
抱
く
共
和
制
に
移
行
す
る
正
式
提
案
を
連
邦
議
会
で
行
っ
た
た
め
、
一
九
九
八
／
九
九
年
度
に
体
制
変
換
を
問

う
国
民
投
票
の
実
施
の
可
能
性
が
強
ま
っ
た
（
＞
霧
』
ミ
黛
§
し
琶
。
。。
」
8
㎝
）
。

　
こ
の
多
民
族
国
家
・
多
文
化
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
と
、
多
文
化
主

義
の
も
と
開
始
さ
れ
た
多
文
化
・
多
言
語
放
送
に
よ
り
、
さ
ら
に
多
民
族
化
と
多
文
化
化
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。
そ
の
動
向
を
以
下
み

て
み
た
い
。

現代オーストラリアのナショナリズム

ニ
　
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
文
化
の
収
敏

　
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
世
界
の
果
て
、
つ
ま
り
人
間
の
お
轡
の
部
分
だ
」
（
弓
匡
巴
巴
ぎ
胃
＄
①
＆
9
け
ぎ
≦
9
匡
）
と
、
キ
ー
テ
ィ
ン

グ
首
相
が
以
前
蔵
相
時
代
に
論
じ
た
と
前
ホ
ー
ク
労
働
党
首
相
が
自
伝
の
な
か
で
指
摘
し
、
国
内
で
物
議
が
醸
し
だ
さ
れ
た
の
は
一
九
九

四
年
六
月
下
旬
で
あ
っ
た
（
＞
霧
讐
匙
§
し
琶
①
鍔
お
豊
壽
簿
§
亀
』
霧
讐
罫
§
し
目
①
卜
。
㎝
心
ρ
お
漣
）
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
も
と

も
と
自
分
達
は
世
界
の
果
て
の
住
人
だ
か
ら
、
長
い
間
、
通
信
・
運
輸
交
通
手
段
の
改
良
に
よ
る
英
国
と
の
間
の
「
距
離
の
暴
虐
」
（
受
轟
9
図

o
ま
巨
曽
8
）
を
克
服
す
る
こ
と
が
、
社
会
発
展
の
鍵
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
（
毘
巴
話
ざ
お
ま
上
。
。
。
。
）
。
し
か
し
、
一
八
七
〇
年
代
に
世
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界
の
電
信
網
に
参
入
し
た
後
は
情
報
の
国
際
化
が
進
み
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
通
信
・
放
送
衛
星
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
れ
、
今
で
は
ラ
ジ
オ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
情
報
発
信
を
二
四
時
間
行
う
と

と
も
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
放
送
協
会
は
一
九
九
三
年
二
月
よ
り
、
経
営
は
苦
し
い
が
英
語
で
ア
ジ
ア
向
け
越
境
放
送
を
一
日
に
一
六
時

間
の
割
で
開
始
し
た
の
で
あ
る
（
日
本
経
済
〈
E
〉
一
九
九
四
・
｝
一
・
二
六
、
ン
霧
讐
巳
執
§
ω
①
筥
①
ヨ
げ
霞
ρ
5
3
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
は
資
本
主
義
の
世
界
化
、
工
業
化
・
脱
工
業
化
や
高
度
情
報
化
の
普
及
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
進
展
は
、
一
般
に
世
界
文
化
の
登
場
と
世
界
各
地
の
国
民
国
家
の
文
化
の
均
質
化
を
も
た
ら
す
、
つ
ま
り
世
界
の
文
化
の
「
収
敏
」

（
8
舅
①
茜
雪
8
）
を
進
め
る
と
の
考
え
が
強
か
っ
た
。
と
く
に
、
米
国
文
化
の
世
界
的
普
及
と
文
化
支
配
を
命
題
と
す
る
文
化
帝
国
主
義

論
が
発
展
し
た
が
、
近
年
で
は
、
世
界
の
文
化
の
共
通
化
の
側
面
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
文
化
の
異
質
性
維
持
の
傾
向
も
あ

る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
米
国
中
心
の
西
欧
文
化
の
世
界
化
・
普
遍
化
を
安
易
に
想
定
す
る
こ
と
や
、
世
界
の
文
化
の
融
合
や
メ
ル
テ
ィ

ン
グ
・
ポ
ッ
ト
化
に
よ
る
単
一
文
化
の
発
生
予
想
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
（
頴
讐
ぎ
巨
o
箒
」
8
。
箪
関
根
、
一
九
九
三
、
鍔
お
｝
o
す
お
緯
）
。

　
確
か
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
運
輸
・
交
通
体
系
の
展
開
が
世
界
中
を
結
び
つ
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
移
民
・
難
民
・
外
国
人
労
働
者
、
観
光
者

が
大
量
に
移
動
す
る
こ
と
や
、
世
界
各
国
の
文
化
・
伝
統
が
時
空
を
越
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
伝
播
す
る
状
態
が
発
生
す
る
現
在
、
普
及
力
・

伝
播
能
力
の
高
い
西
欧
技
術
文
明
の
影
響
の
も
と
世
界
の
文
化
や
生
活
様
式
の
均
質
化
を
否
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
自
由
・
平
等
・
人

権
な
ど
普
遍
的
市
民
社
会
の
論
理
と
意
識
も
普
及
し
、
欧
米
の
人
権
外
交
を
批
判
す
る
ア
ジ
ア
で
さ
え
も
、
人
権
そ
の
も
の
を
否
定
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
も
一
九
九
五
年
に
英
国
で
演
説
を
し
た
際
に
、
ア
ジ
ア
的
価
値
を
称
揚
す
る
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
人
権
を
無
視
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
論
じ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
～
§
§
§
ミ
＄
q
茸
①
鉢

一
。
。
㎝
）
。
ま
た
、
卑
近
な
例
と
し
て
は
、
近
年
、
日
本
で
も
洋
式
ト
イ
レ
が
普
及
し
、
食
生
活
か
ら
排
出
面
ま
で
も
洋
式
化
さ
れ
て
い
る
。

今
か
ら
二
〇
年
ほ
ど
前
、
洋
式
ト
イ
レ
の
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
に
、
ト
イ
レ
の
な
か
で
う
ろ
う
ろ
す
る
姿
が
み
ら
れ
た
時
代
を
考
え
る
と
、

社
会
変
化
の
大
き
さ
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
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ま
た
、
工
業
化
・
脱
工
業
化
諸
国
の
生
活
水
準
が
高
度
化
し
、
「
世
界
的
消
費
文
化
」
（
≦
9
匡
8
冨
⊆
B
零
2
一
ε
お
）
が
浸
透
し
多
国

籍
企
業
の
製
品
が
世
界
的
に
販
売
さ
れ
、
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
商
品
が
贋
物
を
含
め
て
広
く
普
及
し
て
い
る
（
≦
讐
霞
の
」
8
㎝
る
山
。
）
。
さ

ら
に
、
経
済
活
動
の
世
界
化
が
可
能
な
の
は
、
取
引
・
契
約
に
関
す
る
文
化
的
了
解
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
文
化
的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ュ
ア
と
し
て
普
及
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
≦
讐
零
の
し
8
9
置
O
占
）
。
そ
し
て
、
A
P
（
＞
ω
8
巳
讐
＆
7
①
器
）
、
ロ
イ
タ
ー
（
即
。
5
Φ
お
）
、

共
同
な
ど
数
少
な
い
多
国
籍
通
信
社
や
C
N
N
や
B
B
C
な
ど
世
界
的
な
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
情
報
・
ニ
ュ
ー
ス
も
ほ
ぼ
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
世
界
に
配
信
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
共
通
の
ニ
ュ
ー
ス
を
視
聴
し
共
時
的
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
。
赤
道
上

に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
各
国
の
通
信
・
放
送
衛
星
は
越
境
放
送
を
可
能
と
し
、
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
効
果
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
も
減
少
し
た

今
日
、
国
民
国
家
を
越
え
た
情
報
伝
播
が
盛
ん
に
な
っ
た
（
読
売
〈
M
〉
一
九
九
五
・
七
・
一
）
。
今
日
で
は
、
ア
ジ
ア
で
も
衛
星
放
送
・
通

信
が
興
隆
し
、
赤
道
上
の
通
信
・
放
送
衛
星
静
止
地
点
の
確
保
を
め
ぐ
り
国
際
問
題
が
発
生
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
日
本
経
済
〈
M
〉

一
九
九
四
・
八
・
三
、
毎
日
〈
M
〉
一
九
九
四
・
八
・
一
八
）
。

　
か
つ
て
B
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
出
版
資
本
主
義
の
発
展
に
よ
り
文
化
や
言
語
が
共
通
で
あ
り
な
が
ら
、
以
前
は
仲
間
意
識
や
共
同
帰

属
意
識
を
も
た
な
か
っ
た
人
々
が
、
共
通
言
語
に
よ
る
出
版
物
（
新
聞
・
雑
誌
・
書
籍
）
の
共
有
に
よ
り
共
時
の
感
情
体
験
や
感
情
表
出
を

可
能
と
さ
せ
、
次
第
に
国
民
意
識
を
醸
成
し
て
い
く
と
同
時
に
、
人
々
は
共
通
の
国
内
名
所
、
旧
跡
、
遺
跡
、
寺
院
な
ど
を
尋
ね
歩
く
巡

礼
を
行
い
、
祖
先
や
歴
史
の
共
有
性
を
感
じ
て
国
民
国
家
へ
の
帰
属
意
識
を
育
て
、
次
第
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
強
め
る
と
論
じ
、
国
民

国
家
の
「
想
像
の
共
同
体
」
（
巨
品
言
＆
8
ヨ
ヨ
仁
巳
受
）
と
し
て
の
性
格
を
明
確
に
し
た
（
＞
且
霞
8
P
一
。
。。
。。
・
一
。
。
。
刈
）
。
ま
さ
に
、
共
通
言

語
と
読
み
書
き
能
力
の
普
及
を
土
台
に
し
た
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
と
交
通
・
運
輸
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
、
国
民
国
家

を
生
み
だ
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
は
、
英
語
や
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
、
さ
ら
に
中
国
語
（
北
京
語
、
広
東
語
な
ど
）
な
ど
に
よ
る
広
範

囲
な
言
語
出
版
、
通
信
・
放
送
が
展
開
し
、
国
民
国
家
レ
ベ
ル
を
越
え
た
新
し
い
レ
ベ
ル
で
の
共
同
体
の
想
像
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
え
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な
く
は
な
い
（
上
野
、
一
九
九
四
、
鈴
木
、
一
九
九
五
参
照
。
な
お
、
ア
ジ
ア
の
ス
タ
i
T
V
放
送
の
電
波
受
信
可
能
地
域
に
つ
い
て
は
図
1
、
ア
ジ
ア
の

衛
星
通
信
・
放
送
概
況
に
つ
い
て
は
表
3
参
照
）
。
実
際
、
国
民
的
伝
統
は
時
々
の
必
要
に
応
じ
て
創
造
的
に
作
り
替
え
ら
れ
た
り
、
発
明
創

造
（
時
に
は
捏
造
も
含
む
）
さ
れ
る
と
の
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
ら
の
主
張
が
正
し
い
と
す
る
と
（
＝
o
げ
の
富
≦
ヨ
彗
α
国
讐
鵯
さ
お
。。
ω
匹
。
8
）
、
新
し

い
共
同
体
確
立
の
た
め
に
新
し
い
文
化
が
必
要
と
さ
れ
た
時
、
そ
の
た
め
に
各
地
に
残
る
古
い
伝
統
の
断
片
が
リ
サ
イ
ク
ル
的
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　
実
際
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
一
回
り
小
さ
い
国
際
的
地
域
統
合
の
E
U
で
は
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
E
U
は
E
C

の
時
代
よ
り
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
経
済
統
合
や
政
治
統
合
と
同
時
に
、
労
働
条
件
・
社
会
福
祉
・
法
律
制
度
・
教
育
体
系
な
ど
社
会

面
の
調
和
化
も
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
一
九
九
七
年
実
施
予
定
の
欧
州
通
貨
「
エ
キ
ュ
」
に
よ
る
通
貨
同
盟
の
準
備
も
は
じ
め
ら
れ
て
い

る
。
文
化
面
で
は
、
域
内
国
民
国
家
の
文
化
・
言
語
や
国
民
国
家
内
の
地
域
文
化
・
言
語
の
尊
重
を
図
り
つ
つ
、
古
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一

時
代
の
歴
史
を
土
台
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
意
識
を
再
創
造
し
、
制
度
的
に
は
E
C
市
民
権
を
発
行
し
て
域
内
の
自
由
移
動
や
E
U
議
会
の
選

挙
権
・
被
選
挙
権
と
と
も
に
、
時
に
は
滞
在
先
の
地
方
自
治
体
選
挙
権
の
行
使
を
保
証
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
国
民
国
家
を
越
え
た
新
し
い

想
像
の
共
同
体
の
創
造
を
目
指
し
て
い
る
。
政
治
・
経
済
面
で
の
機
能
的
相
互
依
存
の
増
加
と
人
口
移
動
に
よ
る
交
流
は
「
わ
れ
わ
れ
感

情
」
を
醸
成
し
、
共
同
帰
属
意
識
の
高
ま
り
を
生
む
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　
欧
州
連
合
は
、
二
〇
四
五
年
ま
で
に
は
二
四
な
い
し
三
〇
の
メ
ン
バ
ー
構
成
国
に
よ
っ
て
完
成
す
る
と
の
予
測
も
あ
る
が
、
最
終
的
に

い
く
つ
の
国
を
統
合
し
て
い
く
か
は
は
っ
き
り
い
っ
て
不
明
で
あ
る
（
テ
オ
・
ゾ
ン
マ
ー
「
国
家
超
え
統
合
の
道
ー
E
U
は
歴
史
回
帰
の
”
防

火
帯
”
」
読
売
く
M
V
一
九
九
五
・
四
・
二
九
）
。
し
か
し
、
構
成
国
が
増
え
れ
ば
当
然
の
ご
と
く
言
語
や
文
化
の
一
元
化
は
無
理
だ
が
、
そ
れ

で
も
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
を
中
心
と
し
た
域
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
と
、
二
言
語
教
育
や
多
言
語
教
育
に
よ
る
言
語
障
壁
の
乗

り
越
え
が
お
き
た
り
、
自
由
な
域
内
の
名
所
、
旧
跡
、
政
治
・
経
済
中
心
地
へ
の
商
用
や
観
光
に
よ
る
移
動
、
す
な
わ
ち
、
現
代
の
巡
礼

の
発
生
に
よ
っ
て
、
新
し
い
レ
ベ
ル
で
の
想
像
の
共
同
体
の
創
造
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
古
い
時
代
の
歴
史
的
な
断
片
と
宗
教
的
同
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　　　　　　　　　　　　図1　スターテレヒの電波受信地域

、

ジ
プ

サ
ウ
ジ

ア

　　融立瞬家禰体

イラン㈱ノ

　　　　アフガ激スタン

イン鮮

b

蔓ンゴル

中麹

鐵

餐驚力禽湾

　　　　　冨　＝＝雷　▼

（アジアサット1を使用）

タイ
　　　　　　　於

　　　　　　　だ・

　　　株シア曽診

引用　日本経済新聞くM〉1995年5月8日

表3　アジア太平洋地域における主な越境放送

番組供給者 実施主体
アシアての
　　　　　使用言語
開始年月

放送時間（1日）

　　オースTV

　CCTV4

　　スターTV
ア

シ

　　アシアンヒシネスア

発ニユース（ABN）

　TVBS
　　シンカポール・インター
　ナンヨナルTV（SITV）

　RTV－Sukmalndera

豪ABC
中国中央電視台

ニュース・コープ
香港ハソチ・ビンヨン社

米TCI／タウショーンス
TVニューンーラントほか

香港TVBインターナンヨナル

ンンカポール国際基金

フルネイ国営放送

93年2月

92年はしめ

91年8月

93年11月

93年10月

94年1月

94年1月

　　　　　　16時間主に英語
　　　　（土、日は12時間）

北京語　　　15時間

英語・　　24時間
北京語

主に英語　　　18時間

主に北京語　　　15時間

　英語　　　　1時間

マレー語　　　1時間

　CNN　インターナンヨナル

　BBCワールトサーヒスTV

　　カナル・フランス
欧アンテ’レナシコナ’レ（CFI）

米ターナー放送クループ

英BBClOO％出資子会社

仏国営放送出資会社系

91年8月　　英語

91年12月　　英語

　　　　仏語、
93年4月

24時間

24時間

18時間
欧 アンァレナノコナレ、CLl， 一部英語

米 トイチェ・ヘレ 国営、国際放送専門局 92年9月 独語、英語 12時間

発 HBOアンア 米タイムワーナー 92年秋 英語 24時問

ESPNインターナショナル 米CC／ABC、ハーストの合弁 92年春 英語 24時間

ティスカハリーチャン不ル 米ティスカハリー社 94年1月 英語 24時間

ANBC 米3大ネノトワークNBCほか 94年8月 英語 8時間

引用　日本経済新聞〈E〉1994年11月26日
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質
性
を
て
こ
に
、
新
し
い
伝
統
の
創
造
と
共
同
体
の
想
像
に
よ
り
E
U
統
合
は
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
強
い
シ
ラ

ク
新
大
統
領
の
登
場
（
一
九
九
五
年
五
月
選
出
）
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
右
翼
勢
力
台
頭
に
よ
り
幾
分
の
留
保
が
必
要
だ
が
（
～
§
§
『
言
＄

魯
器
ρ
お
3
）
、
新
し
い
政
治
空
間
の
想
像
は
E
U
の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
地
の
広
域
の
国
際
地
域
統
合
に
も
あ
る
程
度
該
当
す
る
と
の

梶
田
の
主
張
は
受
け
入
れ
ら
れ
よ
う
（
梶
田
、
一
九
九
四
）
。

三
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト

文
化
の
拡
散

96

　
文
化
の
伝
播
と
均
質
化
・
収
敏
化
は
以
上
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
社
会
学
者
の
な
か
に
は
、
か
つ
て
比
較
社
会
学
は
多

様
な
差
異
の
な
か
に
な
ん
と
か
共
通
項
を
求
め
よ
う
と
し
て
き
た
が
、
今
や
社
会
の
収
敏
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
く
な
か
で
は
、
共

通
性
の
な
か
に
歴
史
的
な
要
因
か
ら
の
影
響
を
受
け
、
今
で
も
存
在
す
る
多
様
性
・
特
殊
性
を
み
つ
け
る
研
究
に
な
る
必
要
が
あ
る
と
論

じ
、
収
敏
の
動
き
を
強
調
す
る
も
の
が
現
れ
て
い
る
（
の
N
8
ヨ
嘗
F
這
。。
。

。
』
嶺
占
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
通
信
・
放
送
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、

国
民
文
化
や
国
内
エ
ス
ニ
ッ
ク
文
化
の
維
持
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
世
界
的
拡
散
を
可
能
に
す
る
面
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
と
く
に
、
想
像

の
共
同
体
を
論
じ
た
B
・
ア
ン
ダ
！
ソ
ン
自
身
も
、
一
度
で
き
あ
が
っ
た
国
民
文
化
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
文
化
は
、
移
民
・
難
民
あ
る
い
は

外
国
人
労
働
者
と
し
て
世
界
各
地
に
人
々
が
分
散
し
て
も
生
き
延
び
る
と
同
時
に
、
拡
散
し
て
発
展
す
る
可
能
性
が
強
い
と
主
張
し
、

「
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
（
一
9
叩
α
巨
彗
8
昌
器
9
巴
巨
ω
）
の
存
在
に
注
目
す
る
（
＞
区
霞
8
P
一
㊤
露
匹
8
。。
）
。

　
従
来
は
、
移
民
・
難
民
・
外
国
人
労
働
者
で
移
住
先
に
定
住
し
た
も
の
は
、
次
第
に
故
国
の
文
化
や
言
語
を
忘
れ
、
ホ
ス
ト
文
化
や
言

語
を
身
に
つ
け
同
化
す
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
有
色
人
移
住
者
の
よ
う
に
、
制
度
的
な
差
別
に
よ
り
社
会
参
加
が
否
定
さ
れ
同
化
自
体
が

不
可
能
で
あ
り
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
や
日
本
人
町
な
ど
の
閉
鎖
的
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
場
合
を

除
く
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
運
輸
・
交
通
機
関
が
未
発
達
で
、
故
国
へ
の
帰
還
や
訪
問
が
難
し
い
時
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代
に
は
移
住
者
の
同
化
は
生
じ
や
す
く
、
人
里
離
れ
相
当
孤
立
し
た
地
域
に
同
胞
と
と
も
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
な

い
限
り
難
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
今
日
で
も
、
欧
米
先
進
諸
国
に
お
け
る
有
色
人
あ
る
い
は
ビ
ジ
ブ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
外
国
人
労
働
者
や
移
民
に
よ

る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
ホ
ス
ト
社
会
か
ら
の
極
右
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
を
中
心
と
し
た
、
非
制
度
的
な
差
別
・
偏
見
や
あ
か
ら
さ
ま
な
攻
撃
や
中
傷
に
基
づ
く
排
斥
や
隔
離
の
存
在
の
結
果
で
あ
る
（
9
毘
霧

四
＆
ζ
筥
貫
お
。
。
。
』
①
当
）
。
最
近
の
報
道
で
は
一
九
九
四
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
、
ド
イ
ッ
に
か
わ
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
「
外
国
人

排
斥
」
運
動
の
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
（
読
売
〈
M
〉
一
九
九
五
・
二
二
九
）
。
そ
の
た
め
欧
米
先
進
諸
国
に
お
い
て
も
ま
た
日
本
に
お
い
て

も
、
各
種
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
ホ
ス
ト
社
会
側
か
ら
の
反
動
に
対
す
る
防
衛
的
な
集
団

化
で
あ
り
、
外
発
的
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
主
張
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
現
在
は
、
法
律
的
・
制
度
的
な
差
別
が
撤
廃
さ
れ
有
色
人
も
自
主
的
同
化
が
可
能
と
な
っ
た
時
代
で
も
あ
る
た
め
（
山
下
清
海

「
新
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
は
郊
外
型
」
読
売
〈
M
〉
一
九
九
五
・
六
∴
）
、
こ
れ
と
は
異
な
っ
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
化
・
言
語
の
世
界
的
伝
播
を
進
め
、
世
界
文
化
の
均
質
化
を
進
め
る
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
各
地
の
文
化
・
言
語
の
拡
散
と
維
持
を
可
能
と
し
、
同
化
圧
力
へ
の
緩
衝
帯
に
も
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
先
の
ホ
ス
ト
社
会
か
ら
の
差
別
・
偏
見
の
結
果
生
ま
れ
る
消
極
的
で
防
衛
的
な
上
に
、
外
発
的
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
主
張
に
比

較
し
て
、
よ
り
積
極
的
で
攻
撃
的
で
内
発
的
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
主
張
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
国
際

化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
あ
る
意
味
で
苦
労
せ
ず
に
維
持
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
二
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
過
程
に
つ

い
て
は
図
2
参
照
）
。

　
つ
ま
り
、
世
界
に
移
住
し
た
人
々
は
、
現
在
で
は
各
種
の
情
報
伝
達
手
段
に
よ
っ
て
故
国
と
の
関
係
が
維
持
で
き
る
た
め
に
、
容
易
に

同
化
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
局
地
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
り
、
「
特
殊
性
の
普
遍
化
」
（
巨
ぎ
諾
巴
一
国
器
3
9
冨
註
－
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図2　エスニック・コミュニティ形成の二つの過程（内発・外発）

　移民・難民等出身国

）　　　　　1

1 グローバル・メディア・コミュニケーション

▼

1国際霧民．難民．外国人労働者1

1
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）
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曹
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↓
小 小
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形形

成
）

コミュニティ ←偏見
成

過 過
程

乎
〈←エスニシティ→〉
　　　　　　　費

隔離 程

2
一
胃
一
ω
ヨ
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
（
即
o
げ
霞
諾
o
P
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

一
8
邸
」
。
。
。
）
。
そ
の
結
果
、
例
え
ホ
ス
ト
社
会
に
適
応

し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
故
国
の
文
化
・
言
語
を
忘
れ

て
同
化
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
文
化
・
言
語
を
維

持
し
つ
つ
社
会
的
に
適
応
す
る
と
い
う
形
の
社
会
統
合

が
多
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
（
関
根
、
一
九
九
四
b
）
。

　
こ
の
結
果
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
い
う
遠
隔
地
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
ト
が
増
大
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
遠
隔
地

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
は
、
「
法
律
上
で
は
移
住
先
の
国

で
市
民
権
を
取
り
快
適
な
生
活
を
営
ん
で
い
る
国
民
だ

が
、
そ
の
国
に
は
ほ
と
ん
ど
愛
着
を
感
じ
ず
に
、
今
や

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
寸
時
の
距
離
に
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ

た
、
彼
ら
の
想
像
上
の
故
郷
で
生
じ
て
い
る
戦
い
に
、

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
武
器
あ
る
い
は
投
票
以
外
の
あ
ら
ゆ

る
方
法
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
基
に
し
た
政
治
活
動
に
加
わ
り
た
い
と
い
う
誘

惑
を
感
じ
て
い
る
」
（
＞
民
霞
8
P
一
。
露
匹
8
ω
」
8
）
人

人
を
元
来
意
味
す
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
ト
ロ
ン
ト
に

住
む
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
メ
ル
ボ
ル
ン
に
住
む
タ
ミ
ル
人
、

国際移民・難民・外国労働者



現代オーストラリアのナンヨナリズム

ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身
者
、
シ
ド
ニ
ー
の
ク
ロ
ア
チ
ァ
人
、
ニ
ュ
！
ヨ
ー
ク
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
ベ
ト
ナ
ム
人
、

ベ
ル
リ
ン
に
定
住
す
る
ト
ル
コ
人
、
米
国
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
な
ど
を
例
に
あ
げ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
こ
の
他
に
も
例
は
上
げ
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
人
々
は
、
移
住
先
で
も
母
国
と
の
関
係
を
重
視
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
第
二
世
代
で
も
父
祖
の
出
身
国
に
対
し
て
想
像
上
の

共
属
意
識
を
も
ち
、
故
国
の
人
種
・
民
族
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
に
積
極
的
に
関
与
し
、
紛
争
を
遠
隔
地
よ
り
操
作
す
る
こ
と
が
あ
る
。
彼

ら
は
、
世
界
的
な
金
融
制
度
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、
故
国
の
民
族
運
動
家
や
紛
争
当
事
者
達
へ
資
金
的
・
道
徳
的
支
援
を
行
い
、

合
法
・
非
合
法
手
段
双
方
を
利
用
し
て
影
響
を
あ
た
え
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
人
々
は
、
安
全
な
場
所
か
ら
遠
隔
地
の
紛
争
を
煽
る

た
め
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
自
身
は
彼
ら
の
活
動
が
、
各
地
の
民
族
紛
争
を
解
決
し
に
く
く
す
る
と
慨
嘆
し
、
こ
の
よ
う
な
急
進
的
な
民
族
主

義
者
を
多
少
否
定
的
な
意
味
を
込
め
て
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
故
国
や
故
郷
の
紛
争
に
関
心
を
持
ち
続
け
、
そ
の

結
果
、
文
化
や
言
語
を
維
持
す
る
動
き
は
、
一
般
の
移
民
・
難
民
・
定
住
外
国
人
労
働
者
に
も
み
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
穏
健

な
人
々
も
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
呼
ん
で
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
華
僑
・
華
人
な
ど
は
歴
史
的
な
代
表
例

と
い
っ
て
よ
い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
は
、
一
部
の
人
々
に
限
ら
れ
て
い
た
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
現
象
の
拡
大
発
生
を
可
能
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
テ
レ
ビ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
さ
ら
に
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
一
九

八
九
年
か
ら
一
九
九
〇
年
初
頭
に
か
け
て
生
じ
た
イ
ラ
ク
・
ク
ウ
ェ
ー
ト
紛
争
の
実
況
中
継
は
、
現
場
の
生
々
し
い
映
像
を
伝
え
た
。
九

〇
年
一
月
の
戦
争
開
始
後
の
戦
闘
状
況
が
、
直
接
世
界
各
国
の
茶
の
間
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
放
送
さ
れ
た
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内

で
は
イ
ス
ラ
ム
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
が
強
ま
っ
た
が
、
イ
ラ
ク
系
の
人
々
は
負
け
ず
に
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
支

持
の
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
カ
ッ
ド
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
一
時
帰
国
し
て
、
祖
国
防
衛
に
参
加

す
る
も
の
も
出
現
し
た
。
戦
争
や
そ
れ
以
前
の
紛
争
中
の
映
像
の
迫
力
が
、
放
送
・
通
信
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
そ
の
影
響
を
鮮
明
に
印
象
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づ
け
た
と
い
え
よ
う
。
む
ろ
ん
、
世
界
の
大
事
件
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
放
送
は
以
前
に
も
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
各
種
の
世
界
選
手
権
を

中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
の
映
像
は
お
馴
染
み
の
も
の
だ
が
、
戦
争
の
現
場
か
ら
生
々
し
い
声
と
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
映
像
は
、
人
々
の

脳
裏
に
強
烈
は
印
象
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
急
進
的
ま
た
は
穏
健
な
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
（
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
の
存
在
は
、
現
在
の
世
界
的
な
金
融
制

度
の
発
達
と
運
輸
・
交
通
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
、
さ
ら
に
、
世
界
的
な
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
拡
大
し
て
い

る
。
近
年
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
口
移
動
の
速
さ
と
量
そ
し
て
定
住
規
模
の
拡
大
は
、
ホ
ス
ト
社
会
の
同
化
主
義
や
メ
ル
テ
ィ
ン

グ
・
ポ
ッ
ト
型
の
文
化
融
合
政
策
を
不
可
能
に
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
移
民
・
難
民
・
外
国
人
労
働
者
が
一
定
地
域
に
集
住
せ
ず
に
郊
外

に
分
散
居
住
し
て
も
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
文
化
・
言
語
の
維
持
を
可
能
に
す
る
。
つ
ま
り
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
雑
誌
・
新
聞
・
広
告
）
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
手
紙
・
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
イ
ル
）
が
情
報

の
共
有
化
を
進
め
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
維
持
さ
れ
る
の
で
、
国
際
的
な
人
口
移
動
に
加
え
、
情
報
の
移
動
は
、

ま
す
ま
す
多
文
化
社
会
化
を
も
推
し
進
め
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
（
Z
＆
霞
お
雪
匹
露
お
①
」
。
巽
一
臼
）
。
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四
　
多
文
化
・
多
言
語
放
送
と
多
文
化
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
穏
健
な
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
前
節
で
み
た
よ
う
に
増
大
す
る
と
、
同
化
主
義
へ
の
反
発
が
強
ま
り
必
然
的
に
多
文
化
主
義
が
要

請
さ
れ
、
多
言
語
放
送
や
多
文
化
教
育
も
開
始
さ
れ
る
。
多
文
化
・
多
言
語
放
送
は
既
に
み
た
よ
う
に
衛
星
通
信
・
放
送
な
ど
と
と
も
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
外
の
放
送
や
情
報
を
伝
え
る
日
常
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
媒
体
と
な
る
（
前
節
図
2
参
照
）
。

こ
の
結
果
、
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
増
大
し
て
多
文
化
主
義
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
社
会
の
多

文
化
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
過
程
は
、
ま
さ
に
多
文
化
主
義
の
自
立
化
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
一
九
七
三
年
に
先
駆
的
多
文
化
主
義
が
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
労
働
党
連
邦
政
権
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
後
、
一
九

七
七
年
よ
り
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ラ
ジ
オ
放
送
が
開
始
さ
れ
、
一
九
八
0
年
か
ら
シ
ド
ニ
ー
と
メ
ル
ボ
ル
ン
で
多
文
化
放
送
テ
レ
ビ
が
実
施
さ

れ
た
。
多
文
化
放
送
テ
レ
ビ
は
今
の
と
こ
ろ
全
国
ネ
ッ
ト
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
州
都
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
S
B

s
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
、
一
九
八
八
、
○
．
ぎ
轟
帥
P
一
。
。
。
。
8
房
る
彗
α
。
。
参
照
）
。
な
お
、
一
九
八
0
年
代
に
な
る
と
先
住
民
族
ア
ボ
リ
ジ
ニ

の
間
に
も
専
用
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
局
設
置
の
機
運
が
高
ま
り
、
彼
ら
専
用
の
放
送
局
も
一
九
八
五
年
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る

（
○
．
即
Φ
お
彗
口
。
。
。。
」
①
。
）
。

　
多
文
化
放
送
は
、
一
般
放
送
局
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
放
送
協
会
（
A
B
C
）
と
同
様
に
、
連
邦
政
府
が
管
轄
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
資

金
不
足
か
ら
一
九
八
六
年
頃
に
は
A
B
C
へ
の
合
併
が
論
じ
ら
れ
た
り
、
九
〇
年
代
初
頭
よ
り
広
告
放
送
を
採
用
し
て
い
る
が
、
「
特
別
放

送
サ
ー
ビ
ス
」
（
S
B
S
あ
℃
。
9
巴
守
○
区
S
。
。
一
一
お
ω
零
＜
一
8
）
の
名
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
A
B
C
へ
の
合
併
お
よ
び
広
告
放
送
へ
の

反
対
は
、
英
語
系
主
流
国
民
の
影
響
力
が
強
く
な
っ
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
の
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
不
可
能
に
な
る
と
の
観

点
か
ら
で
あ
っ
た
。
広
告
の
実
施
は
番
組
構
成
に
英
米
系
企
業
広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
の
影
響
を
反
映
さ
せ
、
多
文
化
放
送
の
特
色
が
薄
れ
る

と
の
危
惧
も
強
い
が
（
量
ヨ
8
旦
ぎ
ω
o
σ
区
窪
α
9
2
訂
拝
一
8
㎝
」
露
）
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。

　
エ
ス
ニ
ッ
ク
言
語
・
多
文
化
放
送
は
、
基
本
的
に
は
非
英
語
系
言
語
で
放
送
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
ラ
ジ
オ
や
F
M
の
場
合
は
そ
の

傾
向
が
強
い
。
テ
レ
ビ
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
一
つ
な
の
で
、
番
組
の
半
分
が
英
語
放
送
で
あ
り
、
そ
の
他
の
時
間
帯
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
規
模
に
応
じ
た
時
間
配
分
が
さ
れ
て
い
る
。
英
語
ニ
ュ
ー
ス
は
S
B
S
の
目
玉
番
組
の
一
つ
で
あ
り
、

他
の
放
送
局
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
国
内
や
英
米
中
心
の
海
外
報
道
が
多
い
の
に
対
し
て
、
移
民
・
難
民
出
身
国
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
こ
と
を

売
り
物
に
し
て
い
る
（
富
日
3
N
皆
ω
o
鼠
昌
餌
巳
C
同
2
富
言
一
8
9
旨
。
）
。
S
B
S
と
A
B
C
の
一
日
の
放
送
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
例
示
し
た

の
で
参
照
し
て
ほ
し
い
（
表
4
）
。

　
S
B
S
が
、
一
方
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
内
ニ
ュ
ー
ス
を
非
英
語
言
語
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
言
語
で
伝
え
る
の
は
、
基
本
的
に
英
語
能

101



~~4 SBS~ABCq)~~E 

~~~~~f~b5fc68~~11~r= ('95 . 11) 

(1995~F7~ 1 1 E l;k) 

SBS 
6.00: 

12.30: 

2.30: 

6.00: 

6.30: 

7.00: 

7.30: 

8.00: 

8.30: 

9.30: 

11.15: 

12.lO: 

l.OO: 

Worldwatch: Japanese News. 6.30: 

Ta Nea Toy Antenna. 7.00: 
Telegiornale Italiano. 7.45: 

Cantonese News. 8.00: Mandarin 

News. 8.30: Das Journal. 9.00: Le 

Journal. 9.45: Novosti. 10.15: 

Weatherwatch & Music. Il.OO: The 

Journal. Il.30: Business Report. 

12.00: English At Work. 

Entertainment Station ~~~] (Egypt). Stars Lebleba, 

Sard Saleh and Samlr Ghanem 

Professional And Graduate 

Education. Telecommunications 

Systems. 3.00: Signal Processing. 

3.30: Controlling Projects. 4.00: 

Managing Innovation. 4.30: TV Ed. 

5.00: FYI. In Grcek. 5.05:McNeil-

Lehrer. 

Tour De France 1995. 

World News. 
World Sport. 

Great Castles Of Europe. 

Measure For Measure. A Ilght-

hearted history of humamty's efforts 

to create standard measurements. 

The Cutting Edge-Raskols. 

Focuses on the cnmmal phenomenon 

known as raskohsm and Its underlylng 

human nghts rssues m Papua New 

Gumea. 
Eyewitness (Greece, 

~~] 1993, M). When a 
strange, Ionely young man reahses the 

crnne he saw bemg commltted m a 
dream actually occurred, he begms to 

draft a darmg plan. Stars Antoms 

Fragakis and Betty Nlkolesl. 

Maidens And Widows. 
Called To The Bar. 

Tour De France 1995.1.30:Close. 

ABC 
6.00: 

12.00: 

12.30: 

l.OO: 

1.45: 

6.25: 

6.55: 

7.00: 

7.30: 

8.00: 

8.30: 

9.20: 

9.30: 

l0.30: 

11.00: 

12.00: 

12.30: 

l.OO: 

2.00: 

3.30: 

Open Learning (ST). 6.30:Bottom 

Line. 7.00: News. 7.30: Opon 

Learning. 8.30: Sesame Stroet. 9.25: 

Anytime Tales. 9.30: Playschool. 

l0.00: Alias The Jester. l0.lO: Mr 

Squiggle. l0.15: EC Plays Lift Off. 

10.40: T-Bag And The Rings Of 
Olympus. 11.00: Art Attack. Il.15: 

Watt On Earth. Il.30: Time Riders. 

11.55:Mr Fixit. 

World At Noon. 
Opening Shot. 

Four Corners (ST). 

Media Watch. 2.00: The Bill. 3.00: 

Sesame Stroet. 4.00: Playschool. 

4.30: Madeline. 4.55: Philbert The 

Frog. 5.00: Captain Planet. 5.25: 

Vidiot. 5.55: Degrassi junior High 

(ST) . 

Yes minister (ST). 

The Dreaming. 

News. 
The 7.30 Report. 

The Investigators. Consumer Issues 

program hosted by Helen Wellings. 

G.P (ST). Julre's class reuruon forces 

her to examme her llfe and confront 

her lonelmess Stars Mlchael Cralg. 

Backchat ( ST) . 

Foreign Correspondent. Presented 

by George Negus. 
Lateline. 

Family Fortune. 

Australia Television News. 

Screaming. 

The True Story Of The Roman 
Arena. 

The Rocking Horse 

~] Winner (1949, B&W). 
Stars John Mrlls. 

Open Learning(ST). 

~l~~] Australian, 11 July, 1995 
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　　　　　　　　　表5　オーストラリア主要T　V局視聴状況

　　　　　　　　　　　（1995年7月3日～9日平均）

（In　OOOs） 2 7 9 10 SBS

SYDNEY 187 342 453 231 46

1職30u職 179 366 綴 254 3呂　1

BRISBANE 92 178 216 123 21

I　ADεし㈱ε 57 135 幡6 85 讐4　1

PERTH 64 155 130 86 14

1蝶糊O蝋 579 璽175 餐3鱒 779 悩　1

2

三…≡葬≡三署≡蝦器≡≡襲≡盟≡i署≡≡三＝≡藷

　　　　　　　　　　　　　　7 9 10 SBS

SYDNEY 149 271 360 183 3．6

陶繕鰺ou餓E 14．o 28．5 34．6 紛、8 3．o　I

BRISBANE 146 283 34．3 19．4 3．4

1縦し《ID登 12．8 30．葉 34．9 鴇．事 3．2　1

PERTH 14．2 345 28．9 192 3．2

1椛珊0舜K 14．3 28．3 34．4 鴇、2 a3　1

引用　。4αsなα’故π，11July，1995

力
が
不
十
分
な
人
々
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
認
識
の
向
上
を
目
的

と
し
、
他
方
で
英
語
放
送
ニ
ュ
ー
ス
で
意
識
し
て
海
外
ニ
ュ
ー
ス
を

増
や
し
て
い
る
の
は
、
英
語
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
言
語
能
力
不
足
の
第
二
・
三
世
代
移
民
子
女
の
、
海
外
・
出
身
国

に
対
す
る
知
識
の
増
加
を
目
的
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
番
組
の
も
う

一
つ
の
目
玉
は
、
世
界
の
映
画
の
原
語
放
送
で
あ
る
。
欧
米
や
日
本

な
ど
先
進
諸
国
の
映
画
制
作
量
が
圧
倒
的
に
多
い
た
め
、
先
進
諸
国

の
映
画
の
放
送
が
現
実
に
は
多
い
が
、
基
本
的
に
は
世
界
中
の
も
の

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
放
送
時
に
は
英
語
の
ス
ー
パ
ー

が
画
面
に
挿
入
さ
れ
、
英
語
系
の
人
々
に
も
十
分
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
S
B
S
テ
レ
ビ
放
送
の
視
聴
率
は
お
世
辞
に
も
高
い
と

は
い
え
な
い
（
表
5
）
。
S
B
S
テ
レ
ビ
放
送
番
組
で
高
い
視
聴
率
を

挙
げ
る
も
の
は
、
や
は
り
英
語
番
組
で
あ
っ
た
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
い
つ
の
ま
に
か
非
英
語
系
移
民
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
み
な
さ
れ

た
、
サ
ッ
カ
ー
の
世
界
選
手
権
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
に
よ
る
多
言
語
・
多
文
化
放
送
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
多
文
化
社
会
化
状
況
を
一
般
国
民
に
理
解
さ
せ
る
上
で
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
さ
ら
に
将
来
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
展
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開
に
よ
り
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
が
普
及
し
た
場
合
、
一
言
語
・
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
が
連

結
す
る
時
代
が
生
ま
れ
、
そ
の
結
果
、
多
文
化
社
会
状
況
が
維
持
さ
れ
る
可
能
性
は
高
ま
る
。
実
際
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
一
九
九

五
年
五
月
よ
り
本
格
的
な
有
料
テ
レ
ビ
放
送
も
開
始
さ
れ
（
ζ
＆
仁
α
q
7
お
3
）
、
S
B
S
は
一
〇
月
よ
り
番
組
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
今
後
、
多
文
化
テ
レ
ビ
放
送
の
進
出
は
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
＞
5
肺
ミ
象
§
｝
＞
轟
岳
蕊
P
お
3
）
。

104

五
　
在
外
邦
人
選
挙
権
獲
得
運
動
ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合

　
以
上
の
議
論
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
多
文
化
放
送
に
よ
っ
て
多
民
族
国
家
・

多
文
化
社
会
化
の
傾
向
を
さ
ら
に
強
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
こ
の
議
論
と
の
関
連
で
興
味
深
い
こ
と
が
海
外
在
留
邦
人
の
間
に

生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
海
外
在
住
邦
人
選
挙
権
付
与
問
題
で
あ
る
。

　
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
シ
ド
ニ
ー
在
住
の
日
本
人
定
住
者
と
企
業
駐
在
員
の
間
に
、
海
外
在
住
日
本
人
に
国
会
議

員
選
挙
の
投
票
権
が
な
い
の
は
お
か
し
い
と
の
疑
問
が
生
じ
、
一
九
九
三
年
秋
頃
よ
り
本
格
的
な
海
外
在
住
邦
人
選
挙
権
運
動
が
生
じ
た

の
で
あ
る
。
近
年
で
は
国
会
議
員
に
働
き
か
け
各
種
の
公
聴
会
を
開
き
、
九
五
年
五
月
に
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
人
権
救
済
を
申
し
立

て
る
ま
で
に
な
っ
た
（
朝
日
〈
M
〉
一
九
九
五
・
五
・
三
〇
、
↓
九
九
五
・
六
・
九
）
。
一
九
九
五
年
現
在
で
も
自
治
省
か
ら
の
積
極
的
反
応
は

な
い
が
、
議
員
の
な
か
に
は
小
差
で
当
否
が
決
定
し
や
す
い
新
し
い
小
選
挙
区
制
度
で
は
、
少
数
と
は
い
え
海
外
か
ら
の
郵
便
投
票
の
影

響
は
大
き
い
と
の
認
識
か
ら
積
極
的
に
な
る
も
の
が
増
え
、
連
立
与
党
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
在
外
邦
人
の
選
挙
権
問
題
に
関
す

る
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
は
、
九
五
年
秋
の
臨
時
国
会
に
法
案
提
出
の
予
定
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
読
売
〈
M
〉
一
九
九
五
・

六
・
↓
七
）
。

　
も
っ
と
も
、
提
出
予
定
法
案
は
海
外
短
期
滞
在
駐
在
者
と
永
住
ビ
ザ
取
得
者
を
区
別
し
、
後
者
は
日
本
へ
の
帰
国
意
思
な
し
と
し
て
、
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前
者
に
の
み
選
挙
権
を
付
与
す
る
ら
し
い
。
そ
の
結
果
、
企
業
駐
在
の
身
で
必
要
上
永
住
ビ
ザ
を
取
得
し
た
も
の
や
、
永
住
ビ
ザ
取
得
者

で
も
様
々
な
理
由
か
ら
い
ま
だ
移
住
国
の
市
民
権
を
と
ら
な
い
も
の
も
多
い
が
、
そ
う
し
た
人
々
が
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
。
自
治
省
に
よ

る
と
海
外
邦
人
潜
在
的
有
権
者
数
は
約
七
〇
万
人
で
、
企
業
駐
在
員
な
ど
長
期
滞
在
者
が
四
〇
数
万
人
、
残
り
が
海
外
永
住
者
だ
が
、
こ

の
二
〇
数
万
人
の
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
先
進
諸
国
の
多
く
で
は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
移
住
者
も
選
挙
権
を
も
つ
場
合
が
多

い
（
海
外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
メ
デ
ィ
ア
リ
リ
ー
ス
、
一
九
九
五
・
六
・
一
二
）
。

　
こ
の
法
案
の
裏
に
は
、
永
住
ビ
ザ
は
本
来
は
頻
繁
に
書
き
換
え
の
い
ら
な
い
労
働
許
可
証
で
も
あ
る
と
い
う
性
格
が
理
解
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
永
住
ビ
ザ
を
す
べ
て
永
久
移
住
の
意
思
を
も
つ
も
の
の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
入
国
許
可
証
で
あ
る
と
考
え
、
永

住
ビ
ザ
を
取
得
し
た
人
々
は
「
日
本
を
捨
て
た
人
々
」
で
あ
り
、
「
な
ぜ
日
本
を
捨
て
た
者
た
ち
に
選
挙
権
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
」
と
考
え
る
傾
向
が
日
本
に
依
然
と
し
て
存
在
し
、
と
く
に
官
僚
お
よ
び
国
会
議
員
の
問
に
強
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
政
府
の
グ
ロ
ー
バ
ル
思
考
は
不
十
分
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
要
制
タ
補

表6　主要国の在外投票制度

国
投票する

選挙区
投票方法

米　　国 最終住所地 郵便投票

英　　国
最終住所地か親
権者の登録地

代理投票

フランス
大統領選

下院選

上院間
接選挙

全国区
在外公館で投票
または代理投票

最終住所地や出
生地など

代理投票

海外選挙区 在外公館で投票

ドイ　ツ 最終住所地 郵便投票

イタリア 一
〔翻離曹〕

カナ　ダ 最終住所地 郵便投票

　国立国会図書館は今月3月、主要国の在

投票制度についてまとめた＝表は抜粋。主

国首脳会議（サミット）の参加国で、この

度がないのは日本とイタリアだけ。ただイ

リアには国政選挙の投票に帰国する旅費を

助する制度がある。

引用　朝日新聞〈M〉1995年5月30日

批
判
さ
れ
て
い
る
（
竹
永
浩
之
「
永
住
権
保
持
者
の
在

外
投
票
を
配
慮
せ
よ
」
朝
日
〈
M
〉
　
一
九
九
五
・
七
・
二

七
）
が
、
こ
れ
は
棄
民
と
し
て
移
民
を
考
え
よ
う
と

う
す
る
日
本
の
伝
統
に
立
っ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
動
き
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系

移
住
者
の
多
く
が
故
国
の
国
政
選
挙
や
国
民
投
票
に

参
加
可
能
だ
が
（
表
6
参
照
）
、
日
本
人
は
不
可
能
と

の
事
実
に
海
外
在
留
邦
人
が
気
づ
い
た
こ
と
に
も
よ

る
が
、
他
方
で
、
日
本
か
ら
の
衛
星
放
送
が
開
始
さ
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れ
、
新
聞
以
外
で
も
日
本
情
報
に
接
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。
在
外
投
票
権
付
与
運
動
は
一
九
九
三
年
秋

頃
よ
り
盛
ん
と
な
り
、
世
界
二
六
力
国
の
在
住
日
本
人
を
中
心
に
一
万
七
〇
〇
〇
人
ほ
ど
の
署
名
を
集
め
た
そ
う
だ
が
、
シ
ド
ニ
ー
の
場

合
は
、
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
テ
レ
ビ
・
オ
セ
ア
ニ
ア
放
送
が
開
始
さ
れ
、
N
H
K
テ
レ
ビ
の
夜
七
時
の
ニ
ュ
ー
ス
を
中
心
に
二
時
間
の
放

送
を
視
聴
す
る
こ
と
が
、
ホ
テ
ル
、
各
職
場
・
家
庭
で
も
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
日
本
人
家
庭
へ
の
普
及
率
は
低
い
が
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
で
の
出
来
事
と
政
治
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
に
違
い
な

い
。
さ
ら
に
、
日
本
で
放
送
さ
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
お
よ
び
米
国
関
連
ニ
ュ
ー
ス
が
時
に
は
的
を
外
す
た
め
報
道
へ
の
関
心
を
高
め
、

結
局
は
国
政
選
挙
へ
の
参
加
意
欲
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
主
要
新
聞
の
海
外
版
の
普
及
も
重
要
と
思
わ
れ
る
が
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
映
像
の
影
響
は
よ
り
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
保
坂
佳
秀
海
外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
か
ら
も
、
そ
う
し
た
影
響
が
伺
え
た
（
一
九
九
五
年
三
月
一
五
日
シ
ド
ニ
ー
の
保
坂
氏
宅
に
て
実
施
）
。

　
こ
の
よ
う
な
運
動
は
、
か
つ
て
の
同
化
主
義
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
っ
た
ら
、
ホ
ス
ト
社
会
よ
り
も
故
国
へ
の
忠
誠
が
強
い
好
ま
し
か

ら
ざ
る
移
住
者
と
し
て
批
判
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
む
し
ろ
、
今
で
は
選
挙
権
が
な
い
こ
と
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
か
ら
奇
異
に
思
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
反
応
の
遅
い
日
本
政
府
や
議
員
に
業
を
煮
や
し
て
人
権
救
済
の
申
し
立
て
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
動
き
は
、

た
ま
た
ま
日
本
の
国
内
政
治
の
変
動
局
面
と
重
な
り
、
海
外
在
住
邦
人
も
選
挙
に
参
加
し
た
い
と
考
え
た
偶
然
的
な
事
態
と
考
え
ら
れ
得

る
が
、
や
は
り
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
は
無
視
で
き
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
米
国
各
地
の
海
外
在
住
邦
人
を
穏

健
な
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
変
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
日
本
人
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
も
活
発
化
し
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
多
文
化
社
会
化
を
い
つ
の
問
に
か
推
し
進
め
る
力
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
小
川
、
一
九

九
四
を
も
参
照
）
。

　
こ
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
は
、
海
外
で
も
自
国
の
文
化
・
言
語
と
接
触
す
る
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
、

今
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
自
国
の
文
化
・
言
語
を
乗
せ
る
国
が
増
え
る
と
、
世
界
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の
文
化
状
況
は
欧
米
文
化
・
言
語
の
拡
散
に
加
え
、
各
国
の
文
化
・
言
語
も
拡
散
・
普
及
す
る
と
い
う
多
極
発
信
型
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

展
開
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
世
界
の
文
化
状
況
は
、
多
元
的
で
多
国
籍
的
な
文
化
・
言
語
の
「
混
合
化
」
（
げ
旨
匡
象
N
器
9
）
ま
た
は
モ
ザ

イ
ク
状
況
と
な
る
に
違
い
な
い
（
Z
＆
震
お
雪
霊
霧
冨
Φ
」
㊤
鐸
5
。
。
旧
ミ
讐
霞
の
」
8
㎝
口
鱒
？
①
）
Q
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
：
シ
ョ
ン
能
力
を
欠
く
場
合
、
自
国
文
化
・
言
語
の
局
地
化
や
衰
退
が
あ
り
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
、
現
存
す
る
す
べ

て
の
文
化
・
言
語
の
存
続
が
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
そ
れ
故
に
、
日
本
で
も
世
界
へ
の
情
報
発
信
能
力
の
向
上
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
（
日
本
経
済
〈
M
〉
一
九
九
四
・
一
一
・
二
六
）
、
経
済
力

拡
大
中
の
N
I
E
s
諸
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
情
報
発
信
能
力
を
拡
大
す
れ
ば
、
世
界
文
化
の
多
様
化
は
進
む
だ
ろ
う
。
こ
の
際
に
、
各
国
は

ど
れ
だ
け
個
性
的
で
特
殊
的
な
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
放
送
の
発
信
が
で
き
る
か
が
大
き
な
問
題
と
も
な
る
の
で
（
毎
日
〈
M
〉
一
九
九
四
・

九
・
一
）
、
そ
の
際
に
伝
統
文
化
の
再
生
利
用
が
盛
ん
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
結
果
、
多
極
発
信
化
に
よ
る
世
界
文
化
の
多
様
化

は
進
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
な
く
と
も
、
国
内
や
地
域
的
放
送
・
通
信
能
力
の
向
上
に

よ
り
地
域
的
あ
る
い
は
国
民
文
化
の
維
持
は
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
場
合
で
も
放
送
内
容
の
同
質
化
の
進
行
が
考
え
ら
れ
る

が
、
逆
に
、
同
じ
放
送
番
組
も
受
け
取
ら
れ
方
が
文
化
に
よ
っ
て
異
な
る
と
の
指
摘
も
あ
り
（
ぎ
巨
一
房
o
P
一
。
㊤
一
”
一
8
ω
」
8
山
－
毎
日
〈
M
〉

一
九
九
四
・
八
・
一
一
）
、
文
化
の
多
様
化
と
そ
れ
を
支
え
る
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
現
象
も
同
時
に
進
行
す
る
に
違
い
な
い
。

六
　
伝
統
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
像

ラ
リ
キ
ン

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
と
多
文
化
放
送
の
展
開
と
い
う
、
多

民
族
国
家
・
多
文
化
社
会
を
進
め
る
促
進
圧
力
が
存
在
す
る
。
故
に
、
移
民
・
難
民
お
よ
び
多
文
化
主
義
研
究
者
の
多
く
は
、
同
質
的
で

英
語
系
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
を
モ
デ
ル
と
す
る
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
・
モ
デ
ル
は
も
は
や
時
代
遅
れ
で
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あ
り
、
む
し
ろ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
理
解
を
歪
め
た
り
、
時
に
は
同
化
主
義
に
よ
る
差
別
や
偏
見
を
存
続
さ
せ
る
と
批
判
す
る
。
だ
が
、
現

実
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
伝
統
的
な
典
型
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
く
言
説
が
生
き
残
っ
て
抵
抗
し
、
そ
の
抵
抗
の

中
心
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
存
在
す
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
（
魯
ヨ
3
巴
F
ω
o
鼠
呂
餌
巳
d
β
昌
9D
昌
一
8
9
8
7
ω
）
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
典
型
的
な
人
物
像
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
に
よ
る
と
（
例
え
ば
、
≦
胃
F
お
3
ω
＆
ρ
お
お
旧
ζ
讐
巳
①
」
S
。
。
旧
≦
巳
多

一
。
。
。
一
旧
寓
。
9
品
9
」
。
。。
㌣
お
。
。
8
目
①
三
F
お
。
。
下
お
。
。
㊤
・
越
智
、
一
九
八
四
、
布
川
、
一
九
九
〇
）
、
典
型
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
英
語
系
白

人
で
あ
り
、
都
会
で
は
な
く
地
方
の
ア
ウ
ト
バ
ッ
ク
の
牧
畜
・
農
業
労
働
者
で
屈
強
で
開
拓
者
の
血
を
引
く
人
間
で
、
生
活
様
式
は
粗
野

で
反
権
威
主
義
的
で
労
働
者
仲
間
の
「
平
等
主
義
」
（
品
胃
ぎ
ぎ
a
の
B
）
や
「
マ
イ
ト
シ
ッ
プ
」
（
仲
間
意
識
、
ヨ
9
霧
獣
℃
）
を
大
切
に
す
る

人
々
で
あ
り
、
「
ラ
リ
キ
ン
」
（
冨
三
匡
ロ
）
ま
た
は
「
オ
ッ
カ
i
」
（
○
畠
霞
）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
平
等
主
義
や
マ
イ
ト
シ
ッ
プ
の
起
源

は
、
流
刑
者
達
が
、
流
刑
監
督
者
や
彼
ら
を
無
償
で
搾
取
し
た
り
儀
礼
的
で
極
端
に
礼
儀
作
法
に
う
る
さ
い
英
国
人
や
英
国
資
本
家
に
対

し
て
、
助
け
あ
い
な
が
ら
自
分
達
の
間
で
は
平
等
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
仲
間
意
識
を
発
達
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
は
、
流
刑
囚
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
典
型
的
国
民
像
の
構
成
要
素
と
考
え
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
今
日
で
は
彼

ら
の
国
造
り
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
≦
胃
拝
一
霧
①
」
㌣
①
）
。

　
ま
た
、
典
型
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
し
ば
し
ば
「
デ
ィ
ガ
ー
ズ
」
（
鎌
器
①
お
）
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
西
部
戦
線
や
ト
ル
コ
の
ガ
リ
ポ
リ
で
、
勇
敢
に
戦
っ
た
ア
ン
ザ
ッ
ク
（
A
N
Z
A
C
）
軍
の
イ
メ
ー
ジ
を
土
台
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

基
本
的
に
は
ア
ウ
ト
バ
ッ
ク
の
肉
体
労
働
者
（
羊
毛
刈
り
込
み
労
働
者
・
鉱
山
労
働
者
）
、
大
牧
場
主
に
反
対
し
た
小
農
民
（
セ
レ
ク
タ
ー
ズ
）
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
（
ク
リ
ケ
ッ
ト
選
手
）
、
海
辺
の
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
i
（
救
助
隊
）
な
ど
の
男
ら
し
さ
と
共
通
す
る
。
こ
う
し
て
、
典
型
的
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
流
刑
囚
、
牧
場
労
働
を
中
心
と
す
る
ア
ウ
ト
バ
ッ
ク
労
働
者
（
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
）
、
そ
し
て
、
第
一
次
世

界
大
戦
で
活
躍
し
た
軍
人
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
形
成
さ
れ
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
（
図
3
参
照
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
人
の
↓
般
的
特

質
と
指
摘
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
表
7
参
照
）
。
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図3表7

　　　オーストラリアン・タイプ

流刑囚

↓アイルランド系　　　　　1788年～

↓エマンシピスッ

↓↓　　　　　　　　　　　1810年代～

↓↓牧畜産業労働者（牧童）

↓↓↓　　　　　　　　　　1830年代～

↓↓↓金鉱掘り

↓↓↓↓　　　　　　　　　1850年代～

　　↓↓羊毛刈込労働者（フッシュマン）

　　↓↓↓小農自営労働者（セレクターズ）

　　↓↓↓鉱山労働者・熟練労働者

　　↓↓↓↓　　　　　　　1860年代～

　　↓↓↓↓工場労働者・熟練労働者

　　　↓↓↓↓　　　　　　1880年代～

　　　↓↓↓↓ティガーズ（ANZAC）

　　　　↓↓↓↓　　　　　1914年～

　　　　↓　↓↓ライフセイハーズ

　　　　↓　↓↓　　　　　1960年代～

　　　　　　↓↓

　　　ラリキン・オーストラリアン

　　ラリキン・オーストラリアンの特質

①白人英国系一人種的優越性

②男子中心一力強さ・荒々しさ・粗野

③　社会関係一反権威主義・平等主義・

　　　　　　急進主義（社会主義）

④　社会意識一無階級意識・同質性重視・

　　　　　　仲間意識・社会の若さひ弱さ

⑤　社会進歩一社会進化論・適材適所

⑥　対英意識一両義的（反発と依存）

代表的人物→ブッシュマン，ティカーズ，

　　　　　　マッド・マックス，

　　　　　　クロコダイル・タンティ

　オーストラリアン・ウェイ・オフ・ライフ

のんびり，あくせくしない，適当さ，

イーシーゴーイング，反権威主義，

アウトドアスポーツ好き、キャンブル好き，

インフォーマル，ファーストネーム，

ベジマイト，バーベキュー，ビール，

ハラマンティ，大酒飲み，シャウト，BYO，

日曜大工，家族中心主義，持ち家主義，

文化的卑屈性，二流意識，従属意識，

反英・反米文化（反文化帝国主義）

　
と
こ
ろ
で
、
デ
ィ
ガ
ー
ズ
と
い
う
名
称
は
、
第
↓
次

世
界
大
戦
中
の
膠
着
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
の
果
て

し
な
い
塾
壕
掘
り
に
由
来
し
て
い
る
。
こ
の
デ
ィ
ガ
ー

ズ
は
、
古
く
は
一
八
五
〇
年
代
の
ビ
ク
ト
リ
ア
植
民
地

で
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
殺
到
し
た
金
鉱
掘
り
達
を

指
し
た
が
、
彼
ら
も
鉱
山
採
掘
権
を
握
り
過
大
な
鉱
山

採
掘
権
料
を
要
求
す
る
植
民
地
政
府
に
反
抗
し
て
、
一

八
五
四
年
に
バ
ラ
ラ
ッ
ト
金
鉱
で
「
ユ
ー
リ
カ
砦
の
反

乱
」
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
歴
史
を
土
台
に
、
反
権

威
主
義
的
な
精
神
と
行
動
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
特

質
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ッ
好

き
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ー
生
活
を

好
み
、
都
会
的
な
洗
練
さ
は
な
い
が
、
純
朴
で
人
懐
こ

い
正
直
者
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
人
懐
こ
さ
こ
そ
は
、

人
里
離
れ
た
寂
し
い
ブ
ッ
シ
ュ
生
活
に
起
因
す
る
。
ま

た
、
流
刑
植
民
地
時
代
あ
る
い
は
厳
し
い
開
拓
時
代
を

経
験
し
た
た
め
ギ
ャ
ン
ブ
ル
好
き
で
大
酒
飲
み
で
も
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
反
都
会
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
濃
厚

な
典
型
的
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
像
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
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リ
ア
植
民
地
が
高
度
経
済
成
長
を
続
け
な
が
ら
、
社
会
的
、
政
治
的
、
文
化
的
発
展
を
続
け
て
い
た
一
九
世
紀
後
半
よ
り
徐
々
に
形
成
さ

れ
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
ほ
ぼ
完
成
し
た
。

　
こ
の
典
型
的
人
物
像
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
英
国
植
民
地
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
つ
ね
に
英
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
対
抗
関
係
の
な

か
で
練
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
都
会
的
で
紳
士
的
な
英
国
人
に
対
し
、
牧
畜
・
羊
毛
刈
り
込
み
労
働
者
、
農
業
労
働
者
な
ど

の
開
拓
者
で
粗
野
な
植
民
地
人
イ
メ
ー
ジ
、
ま
た
、
初
期
植
民
地
で
は
資
本
家
・
支
配
者
だ
っ
た
英
国
人
に
対
し
て
、
労
働
者
階
級
・
被

支
配
者
で
搾
取
に
対
抗
す
る
革
新
的
（
時
に
は
急
進
的
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
階
級
社
会
の
旧
世
界
に

比
べ
新
世
界
に
属
し
、
前
途
洋
々
た
る
若
い
国
と
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
こ
う
し
た
典
型
的
男
性
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
つ
く
っ

た
も
の
だ
と
み
な
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
で
あ
る
な
ら
ば
典
型
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
イ
メ
ー
ジ
に
そ
っ
て
行
動
し
、
愛
国
者
と

な
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
対
英
関
係
は
対
立
ば
か
り
で
は
な
く
協
調
関
係
も
あ
り
両
義
的
で
あ
っ
た
。
英
国
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
関
係
で
は
、
植

民
地
形
成
初
期
に
流
刑
植
民
地
終
焉
の
た
め
に
、
入
植
者
が
米
国
を
モ
デ
ル
に
独
立
と
自
治
政
府
を
求
め
る
声
を
強
め
、
自
治
化
に
消
極

的
な
英
国
政
府
と
敵
対
し
て
以
来
対
立
関
係
が
強
調
さ
れ
、
以
降
自
律
的
・
独
立
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
吹
聴
さ
れ
た
。
し
か
し
後
に
は
、

対
外
関
係
や
有
色
人
移
民
や
先
住
民
と
の
関
係
で
、
自
ら
は
英
国
文
化
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
人
種
の
一
員
と
し
て
の
共
通
性
・
文
化
的
優
越

性
を
強
調
す
る
必
要
を
感
じ
、
対
外
的
関
係
と
対
内
的
関
係
の
両
面
で
英
国
と
の
対
立
・
協
調
関
係
を
見
事
に
使
い
分
け
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
白
豪
主
義
政
策
を
生
み
だ
し
た
。
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
国
内
製
造
業
の
進
展
に
よ
り
経
済
的
・
政
治
的
自
立
度
を

高
め
る
一
方
、
ア
ジ
ア
に
対
し
て
は
閉
鎖
的
態
度
を
と
る
白
豪
主
義
国
家
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
白
人
英
国
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
像
を
中
核
と
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
英
国
植

民
地
社
会
に
多
か
れ
少
な
か
れ
共
通
し
、
特
殊
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
も
の
か
ど
う
か
疑
義
は
存
在
す
る
（
頃
o
旨
P
お
。
。
望
ミ
）
。
こ
の
典
型

的
人
物
像
形
成
期
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
民
族
自
決
思
想
の
普
及
と
民
族
主
義
が
高
揚
し
、
芸
術
面
で
は
国
民
学
派
な
ど
が
登
場
し
て
い
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る
。
実
際
、
一
八
九
三
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
児
童
用
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
若
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
』
（
ご
§
晦
ン
霧
鮮
嚢
ぎ
）
が
出
版
さ
れ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
典
型
的
人
間
を
称
揚
し
た
が
、
こ
の
本
は
タ
イ
ト
ル
と
本
文
中
の
国
名
な
ど
部
分
的
な
変
更
の
み
で
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
で
も
販
売
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
好
評
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
≦
獣
声
お
。
。
一
蕊
㌣
卜
。
）
。
ま
た
、
典
型
的

人
物
像
は
英
国
や
旧
世
界
の
若
者
の
特
質
で
も
あ
る
し
、
こ
の
若
者
イ
メ
ー
ジ
が
植
民
地
タ
イ
プ
と
さ
れ
、
さ
ら
に
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ン
・
タ
イ
プ
」
（
＞
二
。
。
目
巴
一
き
目
毛
①
）
と
み
な
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
も
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
形
成
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
一
方
で
確
か
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
成
長

は
否
定
で
き
な
い
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
連
邦
の
形
成
の
先
に
も
後
に
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
全
体
を
一
つ
の
国
民
国
家
と
み
る

こ
と
よ
り
も
、
一
方
で
英
国
臣
民
で
あ
り
か
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
個
々
の
植
民
地
（
州
）
の
利
益
を
中
心
に
考
え
る
植
民
地
人
根
性
が
強

く
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
連
邦
政
府
の
権
限
が
強
化
さ
れ
、
中
央
集
権
的
な
連
邦
国
家
に
な
っ
て
や
っ
と
多
少
と
も
国
民
国
家
ら
し
く

な
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
民
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
伝
統
的
に
希
薄
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
も
米
国
文
化
に
よ
る
帝
国
主
義
的
侵
略
を
受
け
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
独
自
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
主
張
す
る
も
の
も
い

る
（
ζ
O
ζ
営
戸
一
〇
竃
＆
8
ム
）
Q

　
し
か
し
な
が
ら
、
多
民
族
国
家
・
多
文
化
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
な
り
、
英
国
女
王
に
忠
誠
を
誓
う
形
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市
民
権

授
与
式
が
否
定
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
八
○
年
代
後
半
に
は
、
な
ん
ら
か
の
形
で
そ
れ
ら
は
も
は
や
意
味
を
な
さ
な
い
と
主
張
さ
れ
る
は

じ
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
≦
耳
ρ
お
。。
一
」
①
。
。
－
曾
9
ω
ま
竃
欝
一
」
。
。。
。

。
」
器
）
、
ラ
リ
キ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
像
と
伝
統
的
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
、
一
般
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
再
生
産
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
（
翠
3
9
お
穽
鰹
）
。

　
と
く
に
、
一
九
八
0
年
代
は
多
文
化
主
義
時
代
で
あ
っ
た
が
、
世
界
的
な
ヨ
ッ
ト
競
技
大
会
で
あ
り
、
近
年
で
は
日
本
も
参
加
し
て
有

名
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
・
カ
ッ
プ
（
＞
ヨ
毘
8
．
。
D
O
唇
）
で
、
一
九
八
三
年
に
米
国
を
下
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
チ
！
ム
の
ス
ポ
ン
サ
ー

だ
っ
た
ア
ラ
ン
・
ボ
ン
ド
（
≧
彗
ぎ
＆
）
、
あ
る
い
は
、
英
国
人
元
M
一
五
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
、
ピ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ト
（
評
吾
霞
≦
肘
蒔
算
）
執
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筆
『
ス
パ
イ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
』
（
9
署
讐
9
霞
）
出
版
禁
止
処
分
を
め
ぐ
る
裁
判
闘
争
で
、
反
英
国
的
立
場
を
鮮
明
に
し
て
際
立
っ
た
活
躍

を
し
た
マ
ル
コ
ム
・
タ
ー
ン
ブ
ル
（
ζ
巴
8
ぎ
目
ヨ
ど
巳
弁
護
士
、
ま
た
、
一
九
八
四
年
か
ら
の
英
国
の
核
実
験
補
償
問
題
に
関
す
る

王
立
調
査
委
員
会
で
活
躍
し
た
委
員
長
ジ
ム
・
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
（
象
ヨ
ζ
8
巨
鼠
邑
）
を
、
八
O
年
代
の
典
型
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と

し
て
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
く
取
り
上
げ
る
た
び
に
、
一
九
世
紀
的
で
白
豪
主
義
時
代
の
名
残
を
示
す
伝
統
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
煽
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
八
O
年
代
の
伝
統
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
イ
メ
ー
ジ
の
再
生
産
過
程
を
、
タ
ー
ナ
ー
（
弓
霞
器
5

一
。
曽
）
の
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
概
観
し
て
み
た
い
。
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七
　
一
九
八
○
年
代
の
ラ
リ
キ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

　
ア
ラ
ン
・
ボ
ン
ド
と
ラ
リ
キ
ン
資
本
主
義

　
ア
ラ
ン
・
ボ
ン
ド
は
貧
し
い
英
国
系
移
民
で
、
自
動
車
販
売
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
身
を
起
こ
し
て
企
業
の
買
収
・
合
併
を
繰
り
返
し
て
、

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
○
年
代
後
半
に
か
け
て
一
代
で
大
企
業
家
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ド
リ
ー
ム
を
体
現
し
た
英
雄
的
企
業

家
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
一
九
八
○
年
代
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
為
替
自
由
化
、
金
融
自
由
化
を
利
用
し
て
世
界

中
か
ら
資
本
を
導
入
し
、
世
界
を
股
に
か
け
て
か
な
り
強
引
な
企
業
合
併
・
買
収
を
行
っ
た
。
ボ
ン
ド
の
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・

ド
リ
ー
ム
を
具
現
し
た
企
業
家
や
経
営
者
は
他
に
も
い
た
。
例
え
ば
、
ス
ケ
ー
ス
（
O
ぼ
巨
o
喜
零
留
霧
①
）
、
ホ
ー
ム
ズ
ー
ー
ア
”
コ
ー
ト

（
閃
o
げ
①
旨
＝
9
日
①
m
O
o
仁
旨
）
、
ハ
ス
キ
ュ
ー
（
Ω
8
茜
①
＝
①
凄
2
）
、
パ
ッ
カ
ー
（
内
①
霞
曳
℃
8
犀
霞
）
、
マ
ー
ド
ッ
ク
（
即
仁
冨
旨
ζ
弩
傷
o
良
）

な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
ボ
ン
ド
が
特
別
扱
い
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
三
年
九
月
の
ア
メ
リ
カ
・
カ
ッ
プ
に
彼
が
出
資
し
て
派
遣
し
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ヨ
ッ
ト
チ
ー
ム
が
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ニ
世
号
」
（
＞
5
育
卑
鼠
目
）
を
擁
し
て
は
じ
め
て
米
国
人
か
ら
勝
利
を
奪
っ

た
た
め
で
あ
る
（
一
九
九
五
年
大
会
で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
優
勝
し
た
）
。
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正
統
派
企
業
経
営
者
か
ら
は
、
法
律
違
反
す
れ
す
れ
に
近
い
場
合
も
含
む
強
引
な
駆
け
引
き
に
よ
る
企
業
買
収
や
合
併
戦
略
を
行
っ
た

た
め
、
ボ
ン
ド
は
成
り
上
が
り
の
異
端
的
企
業
家
と
さ
れ
て
疎
ま
れ
た
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
界
の
経
済
・
経
営
関

係
雑
誌
や
新
聞
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
異
端
的
行
動
を
伝
統
的
ラ
リ
キ
ン
・
オ
！
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
粗
野
で
反
権
威
主
義
的
で
攻
撃
的
な
エ

ト
ス
を
具
現
し
た
も
の
と
み
な
し
、
「
ラ
リ
キ
ン
資
本
主
義
」
（
『
琶
置
⇒
8
冨
毘
の
5
）
の
代
表
と
し
て
賞
賛
し
た
。
そ
れ
は
、
伝
統
的
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
再
現
で
あ
り
、
世
界
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
存
在
を
誇
示
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
プ
ラ
イ
ド
を
満
足

さ
せ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
世
界
的
な
経
営
者
と
褒
め
そ
や
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
目
3
葺
お
穽
。。
一
）
。

　
確
か
に
、
ウ
ォ
ー
ド
が
指
摘
す
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
成
功
し
た
企
業
家
や
政
治
的
エ
リ
ー
ト
が
、
典
型
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
と
し
て
賞
賛
さ
れ
る
伝
統
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
エ
リ
ー
ト
は
伝
統
的
に
英
国
と
の
関
係
を
強
調
し
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
と
の
断
絶
を
求
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
≦
胃
負
お
①
。
」
G
。
）
。
し
か
し
、
　
一
九
八
0
年
代
は
経
済
の

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
や
国
際
化
が
叫
ば
れ
、
経
済
合
理
主
義
が
オ
：
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
繁
栄
の
基
礎
だ
と
の
主
張
が
各
方
面
か
ら
な

さ
れ
た
時
代
で
あ
り
（
℃
5
3
」
8
ご
ζ
。
浮
魯
零
⇒
」
8
一
）
、
当
時
の
オ
！
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
経
済
の
低
迷
と
対
外
債
務
が
増
加
す
る

悲
観
的
雰
囲
気
の
な
か
で
、
成
功
し
た
経
営
者
は
多
少
胡
散
臭
さ
く
て
も
褒
め
そ
や
さ
れ
る
気
分
が
あ
り
、
ボ
ン
ド
や
多
く
の
新
興
企
業

家
勢
力
が
賞
賛
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
7
ヨ
聲
一
8
轟
』
。。
）
。

　
も
っ
と
も
、
一
九
八
0
年
代
の
バ
ブ
ル
経
済
期
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
み
な
ら
ず
世
界
中
に
新
興
企
業
家
が
出
現
し
、
似
た
雰
囲

気
が
醸
し
だ
さ
れ
て
い
た
。
日
本
で
は
一
九
九
四
年
暮
れ
の
東
京
協
和
信
用
組
合
・
安
全
信
用
組
合
の
経
営
破
綻
問
題
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
、
E
I
E
グ
ル
ー
プ
の
責
任
者
で
あ
り
東
京
協
和
信
用
組
合
の
理
事
長
で
あ
っ
た
高
橋
治
則
社
長
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
E
I
E

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
不
動
産
投
機
・
レ
ジ
ャ
ー
開
発
で
活
躍
し
、
「
南
太
平
洋
の
ホ
テ
ル
王
」
と
称
さ
れ
、

日
本
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
岩
崎
産
業
、
大
京
観
光
と
と
も
に
日
本
の
不
動
産
・
観
光
産
業
と
し
て

は
最
も
目
立
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
（
朝
日
〈
M
〉
一
九
九
五
・
二
二
六
）
。
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し
か
し
、
バ
ル
ブ
時
代
は
一
九
八
七
年
の
株
価
の
世
界
的
大
暴
落
に
よ
っ
て
頓
挫
し
、
多
額
の
負
債
を
抱
え
な
が
ら
企
業
を
合
併
・
吸

収
し
て
成
長
し
て
き
た
企
業
の
多
く
は
、
株
価
・
土
地
価
格
の
暴
落
に
よ
り
経
営
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
た
。
ボ
ン
ド
企
業
グ
ル
ー
プ
は
、

一
時
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
対
外
債
務
の
一
〇
％
を
占
め
た
と
さ
れ
る
（
○
．
即
＄
窓
P
一
㊤
Φ
。
。
”
8
）
。
日
本
の
E
I
E
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

も
同
じ
運
命
を
辿
っ
た
が
、
こ
う
な
る
と
ボ
ン
ド
を
含
む
多
く
の
ラ
リ
キ
ン
資
本
家
の
評
価
は
逆
転
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
八

年
に
ボ
ン
ド
は
放
送
局
を
買
収
し
経
営
者
と
な
ろ
う
と
し
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
放
送
審
判
所
（
A
B
T
）
は
、
審
議
の
結
果
ボ
ン
ド
の

今
ま
で
の
経
営
行
動
に
は
、
公
共
利
益
に
反
す
る
も
の
も
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
公
共
性
の
強
い
テ
レ
ビ
放
送
局
の
経
営
者
に
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
と
の
判
断
を
下
し
た
。
そ
の
た
め
、
ラ
リ
キ
ン
資
本
主
義
へ
の
批
判
が
強
ま
り
だ
し
た
（
弓
5
器
さ
一
8
轟
る
①
）
。

　
後
に
ス
ケ
ー
ス
、
ハ
ス
キ
ュ
ー
と
同
様
に
ボ
ン
ド
も
倒
産
し
、
ボ
ン
ド
自
身
は
最
終
的
に
は
背
任
の
罪
を
負
っ
て
半
年
ほ
ど
の
刑
務
所

生
活
を
す
る
ま
で
に
落
ち
ぶ
れ
た
。
か
つ
て
ボ
ン
ド
を
賞
賛
し
た
経
営
・
経
済
関
係
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
達
も
、
手
の
ひ
ら
を
返
し
て
ボ

ン
ド
の
経
営
行
動
を
批
判
し
は
じ
め
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
八
O
年
代
の
ラ
リ
キ
ン
資
本
主
義
賞
賛
は
一
時
的
な
も
の
に
終
わ
っ
た
。
し

か
し
、
ボ
ン
ド
を
は
じ
め
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ラ
リ
キ
ン
資
本
家
達
の
多
く
は
英
国
系
白
人
で
あ
り
、
伝
統
的
オ
：
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
タ

イ
プ
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
一
時
的
と
は
い
え
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
と
す
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
伝
統
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
存
続
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
（
最
近
の
ボ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
○
、
Z
①
旨
口
㊤
3
、
ま
た
、
ラ
リ

キ
ン
資
本
家
全
体
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
ω
築
窃
口
O
漣
参
照
）
。
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マ
ル
コ
ム
・
タ
ー
ン
ブ
ル
と
ジ
ム
・
マ
ク
レ
ラ
ン
ド

　
ラ
リ
キ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
ヘ
の
賞
賛
は
、
ボ
ン
ド
の
よ
う
な
経
営
者
だ
け
で
は
な
く
法
律
家
や
政
治
家
に
も
あ
た
え
ら
れ
た
。

法
律
家
で
は
マ
ル
コ
ム
・
タ
ー
ン
ブ
ル
が
該
当
す
る
。
一
九
八
O
年
代
半
ば
英
国
政
府
は
、
自
国
の
秘
密
情
報
組
織
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た

ピ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ト
の
自
伝
『
ス
パ
イ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
』
を
、
英
国
ば
か
り
で
な
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
発
禁
処
分
に
す
る
た
め
、
一
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九
八
五
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
裁
判
を
起
こ
し
た
が
、
そ
の
裁
判
で
英
国
政
府
と
対
峠
し
た
の
が
タ
ー
ン
ブ
ル
で
あ
っ
た
。
タ
ー
ン
ブ

ル
弁
護
士
は
、
英
国
の
発
禁
処
分
は
内
政
干
渉
・
主
権
侵
害
で
あ
る
と
批
判
し
、
発
禁
処
分
の
違
法
性
を
派
手
に
展
開
し
た
の
で
あ
る

（
裁
判
の
詳
細
は
、
目
仁
3
ゴ
戸
お
o。
o
。
参
照
）
。

　
タ
ー
ン
ブ
ル
は
裁
判
で
、
ラ
イ
ト
の
著
作
は
公
開
資
料
を
も
と
に
書
か
れ
、
秘
密
事
項
は
な
く
発
禁
対
象
と
す
る
こ
と
が
不
当
な
こ
と
、

ま
た
、
英
国
政
府
の
権
限
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
及
ぼ
そ
う
と
す
る
の
は
、
独
立
国
家
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
権
に
対
す
る
侮
辱
だ
と

批
判
し
た
。
こ
の
事
件
は
、
基
本
的
に
は
出
版
社
の
営
業
問
題
に
関
わ
る
些
細
な
問
題
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
英
国
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
内
の
問
題
に
干
渉
し
た
と
い
う
一
点
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
動
員
し
、
英
国
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
お

馴
染
み
の
対
立
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
♂
ヨ
①
さ
お
準
お
ム
）
。

　
結
局
、
一
九
八
七
年
に
連
邦
最
高
裁
は
発
禁
処
分
の
申
し
立
て
を
無
効
と
し
た
。
裁
判
で
ま
っ
た
く
も
の
お
じ
せ
ず
英
国
政
府
代
表
に

対
し
て
対
等
な
立
場
か
ら
、
そ
の
横
暴
性
を
徹
底
的
に
攻
撃
し
た
姿
が
伝
統
的
ラ
リ
キ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
該
当
す
る
と
し
て
、

一
般
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
賞
賛
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
い
ま
だ
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
植
民
地
扱
い
す
る
英
国
政
府
へ
の
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
国
民
の
分
心
愚
の
念
が
横
た
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
分
心
愚
を
見
事
に
タ
ー
ン
ブ
ル
が
解
消
し
た
た
め
、
彼
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
英
雄
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
（
ご
琶
①
さ
お
巽
ホ
）
。
彼
は
余
勢
を
か
っ
て
、
一
九
九
〇
年
代
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
共

和
国
運
動
が
盛
ん
に
な
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
共
和
国
運
動
の
会
長
と
な
り
、
共
和
国
派
の
代
表
人
物
と
な
っ
た
（
目
3
貫
お
零
お
）
。

　
ま
た
、
少
し
前
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
英
国
が
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ラ
リ
ン
ガ
地
域
で
行
っ
た
核
実
験
の
結
果
生
じ
た
、
環

境
汚
染
と
土
地
の
劣
化
に
対
す
る
補
償
問
題
が
大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
い
た
。
一
九
八
三
年
に
登
場
し
た
ホ
ー
ク
労
働
党
連
邦
政
権
は
、
環

境
保
護
派
と
の
関
係
強
化
の
た
め
こ
の
問
題
を
重
視
し
、
一
九
八
四
年
一
〇
月
に
王
立
マ
ラ
リ
ン
ガ
核
実
験
調
査
委
員
会
（
即
o
葦
8
0
孚

巨
巴
〇
三
暮
o
爵
。
ζ
即
声
一
5
閃
讐
窃
邑
を
設
置
し
、
委
員
長
に
ジ
ム
・
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
元
労
働
党
議
員
を
任
命
し
た
。
マ
ラ
リ
ン
ガ
核
実

験
は
一
九
五
六
年
か
ら
五
八
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
実
験
の
結
果
、
同
地
域
が
汚
染
さ
れ
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
居
住
が
不
可
能
と
な
り
同
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地
域
の
浄
化
要
求
の
声
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
も
当
時
核
実
験
後
の
汚
染
や
土
地
劣
化
に
つ
い
て
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
側
に
十
分
な
説
明
を
し
な
か
っ
た
英
国
に
非
が
あ
る
と
し
て
、
土
地
浄
化
費
用
の
負
担
要
求
は
当
然
と
の
判
断
に
立
ち
、
王

立
調
査
委
員
会
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
（
目
3
①
5
お
零
鵠
）
。

　
英
国
の
核
実
験
は
、
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
六
三
年
ま
で
マ
ラ
リ
ン
ガ
地
域
を
含
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
地
で
断
続
し
て
行
わ
れ

た
。
当
時
、
英
国
政
府
自
体
も
十
分
核
実
験
の
環
境
や
人
体
へ
の
影
響
を
十
分
把
促
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
当
時
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
政
府
と
国
民
は
核
実
験
を
喜
ん
で
支
持
し
て
い
た
は
ず
だ
と
し
て
、
英
国
政
府
は
補
償
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
当
時
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
今
日
で
は
あ
ま
り
記
憶
さ
れ
て
は
い
な
い
が
核
実
験
へ
の
反
対
は
実
際
強
か
っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
英
国
に

協
力
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
7
旨
P
一
8
合
器
ム
）
。
し
か
し
、
実
験
か
ら
二
五
年
近
く
立
ち
、
環
境
保
護
運
動
、
核
兵
器
反
対
運
動
そ

し
て
ア
ボ
リ
ジ
ニ
土
地
回
復
権
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
今
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
と
し
て
も
環
境
保
護
派
や
先
住
民
族
ア
ボ
リ
ジ
ニ

に
対
し
て
、
な
ん
ら
か
の
対
応
を
示
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
目
3
貫
一
8
命
器
）
。

　
一
九
八
四
年
か
ら
調
査
委
員
会
は
活
動
を
は
じ
め
た
。
マ
ラ
リ
ン
ガ
核
実
験
問
題
は
本
来
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
土
地
権
・
補
償
問
題
や
環

境
保
護
問
題
と
し
て
出
発
し
た
が
、
英
国
の
補
償
へ
の
消
極
的
姿
勢
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側
の
批
判
が
高
ま
る
と
、
問
題
は
英
国
対
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
図
式
に
す
り
替
え
ら
れ
、
一
般
国
民
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
伝
統
的
な
英
国
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
の

も
と
で
論
じ
は
じ
め
た
（
目
旨
貫
お
巽
蟄
）
。
こ
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
が
英
国
に
積
極
的
に
協
力
し
て
核
実
験
地
域
を
提

供
し
た
こ
と
へ
の
批
判
は
減
少
し
た
。
む
し
ろ
、
こ
の
点
を
覆
い
隠
す
か
の
よ
う
に
、
ジ
ム
・
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
委
員
長
は
委
員
会
主
催
の

各
種
公
聴
会
で
英
国
政
府
の
過
失
を
責
め
た
。
ま
た
、
一
九
八
五
年
一
月
の
英
国
ロ
ン
ド
ン
で
の
公
聴
会
で
は
、
英
国
政
府
役
人
を
前
に

過
去
の
英
国
政
府
の
傲
慢
さ
や
環
境
改
善
に
対
す
る
現
英
国
政
府
の
消
極
的
姿
勢
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
従
属
国
扱
い
し
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
を
見
下
し
て
い
る
こ
と
の
証
明
だ
と
し
て
、
ま
さ
に
「
英
国
人
い
じ
め
」
（
葛
ヨ
B
竿
げ
霧
該
漏
）
や
罵
倒
に
近
い
批
判
を
展
開
し
た

の
で
あ
る
（
目
⊆
3
霞
」
8
合
鴇
）
。
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
公
聴
会
の
様
子
は
放
映
さ
れ
た
た
め
、
反
英
国
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
動
員
さ
れ
た
。

公
聴
会
で
の
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
委
員
長
の
行
動
は
、
ど
う
み
て
も
英
国
紳
士
的
で
は
な
く
、
粗
野
で
怖
い
も
の
し
ら
ず
の
伝
統
的
ラ
リ
キ
ン
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
英
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
双
方
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
典
型
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
と
み
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
彼
を
英
雄
視
し
た
の
で
あ
る
。
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
委
員
長
は
、
ロ

ン
ド
ン
か
ら
帰
国
し
た
後
、
「
こ
う
し
た
粗
野
な
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、
英
国
に
対
し
て
は
植
民
地
人
の
主
張
が
通
ら
な
い
」

と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
弁
明
し
た
が
、
そ
れ
は
十
分
理
解
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
（
7
ヨ
①
さ
お
零
8
）
。
こ
の
結
果
、
補
償
要
求
は

受
け
入
れ
ら
れ
、
補
償
額
は
一
九
九
三
年
六
月
に
決
定
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
英
国
政
府
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
が
、
そ
の

額
は
土
地
浄
化
に
必
要
な
額
の
半
額
と
見
積
も
ら
れ
た
た
め
国
内
か
ら
反
発
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
こ
の
補
償

に
よ
り
問
題
の
解
決
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。

現代オーストラリアのナショナリスム

八
　
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
多
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　
タ
ー
ナ
ー
の
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
一
九
八
0
年
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
。
主
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
ボ

ン
ド
、
タ
ー
ン
ブ
ル
、
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
を
典
型
的
ラ
リ
キ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
で
あ
る
と
み
な
し
、
彼
ら
を
英
雄
扱
い
し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
一
九
八
0
年
代
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
界
の
中
核
で
あ
っ
た
ボ
ブ
・
ホ
ー
ク
連
邦
労
働
党
首
相
も
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
時
代
の
ビ
ー
ル
早
飲
み
記
録
が
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て
い
た
と
い
う
ラ
リ
キ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
イ
メ
ー
ジ

を
注
意
深
く
利
用
し
成
功
し
た
人
物
で
あ
り
、
八
0
年
代
は
財
界
・
政
界
の
ラ
リ
キ
ン
が
称
揚
さ
れ
た
と
い
う
点
で
特
異
な
時
代
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
伝
統
的
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
し
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
強
調
は
、
一
九
八
八
年
の

建
国
二
〇
〇
年
祭
の
際
に
は
さ
す
が
に
無
理
が
感
じ
ら
れ
た
。
と
く
に
、
建
国
二
〇
〇
年
の
お
祝
い
は
英
国
系
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
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に
は
意
味
あ
る
こ
と
と
し
て
も
、
非
英
語
系
移
住
者
の
多
く
や
、
シ
ド
ニ
ー
や
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
の
人
々
以
外
に
と
っ
て
は
他

人
ご
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
な
に
よ
り
も
建
国
二
〇
〇
年
は
、
本
来
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
で
あ
る
先
住
民
族
ア
ボ
リ
ジ
ニ
か
ら
み
れ
は
、
没
落
二
〇
〇

年
の
悲
劇
の
象
徴
で
あ
り
、
建
国
記
念
日
は
彼
ら
に
と
っ
て
呪
う
べ
き
一
日
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
い
え
ば
ア
ボ

リ
ジ
ニ
を
指
し
て
い
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
名
称
は
移
住
者
白
人
に
占
有
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
八
年
一
月

二
六
日
に
は
、
英
国
系
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
海
上
パ
レ
ー
ド
に
対
抗
し
て
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
や
支
持
者
に
よ
る
「
自
由
、
公
正
そ
し

て
希
望
へ
の
行
進
」
が
行
わ
れ
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
こ
の
事
実
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
。
他
方
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
多
文
化
社
会
と
な

っ
た
こ
と
を
、
祭
り
に
参
加
す
る
多
く
の
多
様
な
顔
つ
き
と
膚
の
色
か
ら
人
々
は
実
感
し
た
の
で
あ
る
（
目
露
⑪
5
お
零
お
ム
）
。

　
現
在
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
国
家
化
、
多
文
化
社
会
化
の
事
実
を
反
映
し
た
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
伝
統
的
ラ
リ
キ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
像
は
、
男
性
中
心
主
義
を
意
味
す
る
た
め
（
≦
導
ρ
お
。
。
け
。。
即

早
巴
3
び
一
8
斜
ふ
）
、
今
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
女
性
差
別
を
長
い
間
正
当
化
し
て
き
た
と
し
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
か
ら
批
判

さ
れ
て
い
る
（
≦
田
黄
お
。。
『
。。
ω
口
①
。
。
）
。
む
ろ
ん
、
疎
外
さ
れ
続
け
て
き
た
先
住
民
族
も
批
判
し
は
じ
め
た
。
ま
た
、
伝
統
的
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
ン
・
タ
イ
プ
論
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
は
、
し
ば
し
ば
一
部
の
人
々
の
利
益
を
あ
た
か
も
国
民
全
体
の
利
益
か
の
よ
う
に
認
識
さ

せ
る
言
説
で
も
あ
り
、
つ
ね
に
国
民
全
体
の
利
益
を
公
平
に
表
明
す
る
も
の
で
は
な
い
と
評
価
さ
れ
は
じ
め
た
。
さ
ら
に
、
伝
統
的
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
平
等
主
義
や
仲
間
意
識
は
存
在
せ
ず
、
そ
れ
ら
は
偏
狭
で
人
種
意
識
の
強
い
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ワ
ジ
ー
の
発
明
品
に
す
ぎ

な
い
と
の
批
判
も
生
み
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
ζ
。
曾
8
P
一
零
。
」
？
§
。

　
例
え
ば
、
ボ
ン
ド
、
タ
ー
ン
ブ
ル
、
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
を
典
型
的
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
英
雄
と
み
な
す
こ
と
は
、
ボ
ン
ド
の
利
益
が
往

往
に
し
て
従
業
員
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
全
体
の
利
益
と
対
立
す
る
面
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
う
。
タ
ー
ン
ブ
ル
は
一
出
版
社
の
利
益
代

表
に
す
ぎ
な
い
し
、
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
の
反
英
国
的
言
動
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
の
過
去
の
責
任
を
曖
昧
に
し
た
の
で
あ
る
。
特
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定
タ
イ
プ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
強
調
と
反
英
国
・
米
国
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
強
調
は
、
確
か
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
全
体
の
プ
ラ

イ
ド
向
上
に
は
役
立
つ
が
、
一
方
で
部
分
利
益
の
隠
蔽
効
果
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
国
民
全
体
を
公
平
に
代
表
す
る

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
要
請
さ
れ
る
（
目
3
貫
一
8
“
」
墨
富
B
8
N
民
》
ゆ
o
冨
区
帥
区
9
2
鼠
昌
お
。
9

圏
O
I
鱒
）
Q

　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
伝
統
的
オ
：
ス
ト
ラ
リ
ア
人
イ
メ
ー
ジ
と
そ
れ
に
基
づ
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
動
員
が
多
く
、
一
九
八

七
年
の
映
画
『
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・
ダ
ン
デ
ィ
」
が
、
伝
統
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
イ
メ
ー
ジ
を
力
強
く
復
活
さ
せ
、
し
ば
ら
く
は
ベ
ン
・

ホ
ー
ガ
ン
演
じ
る
ラ
リ
キ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
観
光
案
内
の
表
紙
を
飾
っ
た
。
こ
れ
は
し
ば
し
ば
「
ク
ロ
コ
ダ
イ

ル
・
ダ
ン
デ
ィ
効
果
」
（
9
0
8
色
①
U
巨
号
9
8
8
目
）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
う
し
て
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
自
然
の
宝
庫
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
、
安
全
で
人
情
味
溢
れ
る
ホ
リ
デ
ィ
大
陸
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
や
米
国
か
ら

の
観
光
客
が
増
加
し
、
さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
観
光
客
が
増
加
が
見
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
（
♂
3
B
お
簿
に
ど
イ
メ
ー
ジ
変
化
へ

の
抵
抗
に
つ
い
て
は
、
鼠
ヨ
8
巳
ぎ
ω
o
一
讐
α
讐
α
⊂
β
魯
鷲
一
」
8
9
。
F
㊤
参
照
）
Q

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
イ
メ
：
ジ
は
既
述
の
よ
う
に
現
在
で
は
観
光
用
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
上
出
来
だ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
実
相

理
解
の
点
で
は
障
害
と
な
り
や
す
く
、
英
語
系
白
人
を
頂
点
と
す
る
社
会
の
不
平
等
構
造
を
正
当
化
す
る
危
険
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
多
様

性
・
差
異
性
・
不
平
等
性
を
軽
視
し
同
質
性
に
の
み
注
目
す
る
「
恒
常
的
な
差
異
の
同
質
化
」
（
8
冨
匹
雪
江
邑
巨
ぎ
9
一
窪
）
の
傾
向
が
み

ら
れ
る
（
ζ
9
冨
」
8
。
。
品
一
）
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
は
、
近
年
、
多
文
化
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
喧
伝
し
、
一
九
九
三
年
の
シ

ド
ニ
i
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
の
際
も
多
文
化
主
義
と
環
境
保
護
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
い
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
の
多

く
が
多
文
化
社
会
の
現
実
を
認
め
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
そ
れ
は
、
脱
英
国
と
反
白
豪
主
義
を
唱
え
新
し
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
イ
メ

ー
ジ
を
求
め
な
が
ら
も
、
多
文
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
「
多
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
（
ヨ
隻
一
8
ぎ
声
ぎ
器
9
帥
房
葺
窪
亀
」
。
穽
嵩
一
）

が
、
十
分
確
立
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
（
越
智
、
一
九
八
四
）
。
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も
っ
と
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
口
移
動
と
地
域
統
合
の
進
む

今
日
、
国
民
国
家
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
り
、
そ
も
そ
も
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
探
究
は
ナ
ン
セ
ン
ス
か

も
し
れ
な
い
（
竃
。
言
暮
」
3
“
』
。
。
。
）
。
し
か
し
、
国
民
国
家
の
基
盤
の
動
揺
は
確
か
だ
と
し
て
も
、
た
だ
ち
に
国
家
が
消
滅
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
当
面
そ
の
機
能
は
果
た
さ
れ
る
に
違
い
な
い
（
9
巨
①
し
8
㎝
＆
。
。
）
。
と
す
る
と
、
国
民
社
会
の
安
定
に
は
な
ん
ら
か
の
統
合
的

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
質
的
・
同
化
主
義
的
な
か
つ
て
の
男
性
中
心
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な
く
、

多
文
化
的
で
社
会
構
造
の
平
等
性
が
反
映
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
（
2
3
9
お
零
＄
）
。
そ
し
て
、
多
様
な
文
化
・
言
語
・
生
活
様
式
そ
し

て
各
種
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
存
在
に
寛
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
世
界
中
の
社
会
が
多
文
化
社
会
化
す
る
な

か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
伝
統
的
文
化
と
新
た
に
加
わ
っ
た
文
化
・
言
語
の
多
様
性
、
そ
し
て
先
住
民
文
化
の
尊
重
に
よ
る
多
様
性
が
、

独
特
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
他
の
多
文
化
社
会
と
は
異
な
る
特
色
を
生
み
だ
す
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
個
々
の
社
会
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
至
難
の
技
で
あ
り
、
現
実
に
は
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
や
、
典
型
的
国
民
像
に
関
す
る
議
論
は
不
統
一
な
も
の
と
な
り
、
混
乱
し
た
も
の
に
な
る
に
違
い
な
い
。
米
国
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー

ク
誌
』
（
日
本
版
一
九
九
五
年
八
月
九
日
号
”
五
八
ー
六
七
）
は
、
国
家
の
多
民
族
化
と
多
文
化
主
義
の
普
及
に
よ
る
、
か
つ
て
の
文
化
的
統
一

性
・
米
国
人
像
が
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
混
乱
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
米
国
に
お
け
る
不
安
を
特
集
し
、
米
国
人
の
多
く
が
将
来
の
米

国
の
統
一
性
に
悲
観
的
な
予
測
を
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

や
典
型
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
像
を
め
ぐ
る
最
近
の
レ
ポ
ー
ト
の
な
か
で
も
、
も
は
や
統
一
的
な
議
論
は
不
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
雅
器
ρ
お
3
）
。

　
こ
う
し
た
議
論
の
な
か
で
は
、
旧
来
の
伝
統
に
し
が
み
つ
こ
う
と
す
る
人
々
と
、
異
質
的
な
要
素
を
土
台
に
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
模
索
す
る
人
々
に
大
き
く
分
か
れ
る
が
、
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
旧
来
の
伝
統
像
さ
え
曖
昧
に
な
り
は
じ

め
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
キ
：
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
先
に
論
じ
た
よ
う
に
共
和
国
化
に
よ
り
新
し
い
「
本
当
の
」
オ
ー
ス
ト
ラ
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リ
ア
ン
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
疑
問
も
投
げ
掛
け
ら
れ
て
い
る
（
ζ
。
言
目
口
3
“
＆
宝
）
。

し
か
し
、
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
旧
来
の
同
質
的
で
ビ
ジ
ョ
ン
の
狭
い
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
国
民
像
で
あ
る

よ
り
は
ま
し
で
あ
ろ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
不
安
定
な
が
ら
も
多
様
性
に
基
礎
を
お
く
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
あ
る
い
は
愛

国
主
義
）
が
、
健
全
な
形
で
今
後
時
間
を
か
け
て
形
成
さ
れ
る
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
（
9
器
ρ
お
。
9
ε
。

　
こ
う
し
た
新
し
い
マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
と
す
る
と
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
界
は
、
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
定
義
に
向
か
っ
て
の
報
道
が
要
請
さ
れ
る
と
と
も
に
、
伝
統
的
イ
メ
ー
ジ
の
乱
用
を
慎

む
必
要
が
あ
る
。
確
か
に
、
伝
統
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
消
費
者
が
い
る
か
ぎ
り
、
伝
統
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
惹
起
に
よ
り
視
聴
率
や

売
り
上
げ
が
あ
が
る
が
、
十
分
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
世
界
文
化
の
出
現
を
促
し
、
個
々
の
国

民
文
化
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
変
容
さ
せ
る
が
、
他
方
で
、
全
体
の
同
質
化
に
反
発
す
る
国
民
文
化
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
文
化
を
も
強
調
す
る
。

そ
の
結
果
、
世
界
文
化
状
況
は
混
合
・
モ
ザ
イ
ク
的
状
況
と
な
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
も
、
各
文
化
の
同
質
性
や
標
準
的
で
典
型
的
な
国

民
像
が
強
調
さ
れ
や
す
い
が
、
そ
れ
が
、
本
当
に
個
々
の
社
会
の
現
実
を
反
映
す
る
も
の
か
ど
う
か
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

こ
れ
は
日
本
に
も
、
そ
し
て
多
く
の
先
進
諸
国
に
も
共
通
す
る
問
題
で
あ
る
。
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